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第 125号

は
昨
年
よ
り
多
少
上
が
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
が
入
り
た
い
会
社
と
い
う
ラ
ン

キ
ン
グ
に
あ
が
っ
て
い
る
よ
う
な
会
社

に
入
る
学
生
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
学
生
に
社
会
の
ニ
ー
ズ
・

変
化
に
対
応
で
き
る
能
力
を
身
に
付
け

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
就
職
活
動
な
ど

で
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
関
係
で
は
、
母
校
愛
を
育

て
る
、
大
学
へ
の
求
心
力
と
い
う
点
で

大
切
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
運
動
部

寮
の
整
備
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
つ
か
さ

ど
る
部
署
の
設
置
な
ど
を
考
え
て
い
ま

す
。

果
報
告
は
ブ
ロ
ッ
ク
を
代
表

し
て
次
の
５
氏
が
行
っ
た
。

▽
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
＝
渡
邉
康
夫
氏
（
宮
城
県
支

同
会
議
の
議
長
に
は
、
広

島
県
支
部
の
竹
重
博
樹
支
部

長
（
昭
44
農
）
が
選
任
さ
れ
た
。

30
年
度
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
結

部
長
、
昭
39
工
）
▽
関
東
・
甲

信
越
ブ
ロ
ッ
ク
＝
清
水
敏
夫

氏
（
群
馬
県
支
部
幹
事
長
、
昭

46
林
）
▽
北
陸
・
東
海
・
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
＝
清

水
重
郎
氏
（
滋

賀
県
支
部
長
、

昭
47
工
）
▽
中

国
・
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
＝
堀
江
康
輔

氏
（
島
根
県
支

部
長
、
昭
43
林
）

▽
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
＝
阿
曽
田
清

氏
（
熊
本
県
支

部
長
、昭
44
工
）。

地
域
後
継
者

の
推
薦
入
試
に

つ
い
て
は
、
地

域
の
リ
ー
ダ
ー

や
地
域
社
会
の

発
展
に
貢
献
す

る
後
継
者
を
育
て
る
た
め
の

入
試
制
度
の
充
実
を
図
る
た

め
、
自
己
推
薦
型
入
試
な
ど
複

数
の
制
度
で
の
対
応
を
検
討

し
て
い
る
と
し
、
次
年
度
か
ら

選
抜
の
方
法
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
公
開
す
る
と
の
説

明
が
大
学
か
ら
あ
っ
た
。

校
友
会
に
対
し
て
は
「
箱

根
駅
伝
へ
の
道
ｏ
ｎ
ｅ
コ
イ

ン
募
金
」
に
関
し
て
、
そ
の
使

途
の
明
確
化
や
、
箱
根
出
場
へ

の
青
写
真
な
ど
を
問
う
意
見

が
出
さ
れ
た
。

使
途
に
つ
い
て
校
友
会
本

部
は
「
校
友
か
ら
募
金
さ
れ
た

貴
重
な
資
金
で
あ
る
。
陸
上
競

技
部
男
子
長
距
離
の
強
化
費

に
限
定
し
て
い
る
」
と
し
た
。

ま
た
、
箱
根
駅
伝
出
場
の
目
標

を
何
年
に
置
く
の
か
と
い
っ

た
計
画
は
「
学
生
ス
ポ
ー
ツ
の

性
格
上
、
非
常
に
難
し
い
」
と

し
た
が
「
優
れ
た
学
生
を
何
人

確
保
で
き
る
か
に
か
か
っ
て

い
る
」
と
強
調
し
た
。

支
部
長
各
位
に
は
、
日
頃
よ
り
校

友
会
活
動
に
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
全
国
支
部
長
会
議
は
、
秋
の

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
討
議
し
た
大
学
な
ら

び
に
校
友
会
へ
の
要
望
な
ど
に
対
し
て

組
織
的
な
検
討
を
行
い
、
東
京
農
業
大

学
の
発
展
に
資
す
る
た
め
の
重
要
な
会

議
で
あ
り
ま
す
。
校
友
会
活
動
の
目
的

を
共
有
さ
れ
、
有
意
義
な
会
議
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
全
国
支
部
長
会
議
以
降
の

経
過
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
ま
す

大
学
、
高
等
教
育
を
取
り
巻
く
状
況

に
つ
い
て
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

文
部
科
学
省
は
、
東
京
都
23
区
内
に

あ
る
大
学
の
定
員
増
に
つ
い
て
２
０
１

９
年
度
以
降
は
認
め
な
い
な
ど
、
規
制

を
非
常
に
厳
し
く
し
て
い
ま
す
。

私
立
大
学
は
約
５
９
０
校
あ
り
、
そ

の
全
て
の
学
生
の
納
付
金
は
３
兆
４
０

０
０
億
円
。
私
立
大
学
系
へ
の
補
助
金

は
３
５
０
０
億
円
と
い
わ
れ
て
お
り
、

学
生
納
付
金
の
１
割
。
私
立
大
学
の
実

際
の
運
営
は
、
学
生
納
付
金
が
圧
倒
的

で
、
国
内
の
経
済
・
社
会
状
況
が
大
き

入
試
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
一
般
入

試
Ａ
日
程
と
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試

前
期
日
程
で
の
受
験
生
の
数
は
昨
年
比

95
％
で
し
た
。
社
会
的
に
人
手
不
足
・

売
り
手
市
場
と
い
う
こ
と
で
、
苦
労
し

な
い
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
と
の
風
潮

が
広
が
り
、
理
系
離
れ
が
進
ん
で
い
る

中
、
農
大
は
予
想
と
同
程
度
の
減
少
率

に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

世
田
谷
の
新
研
究
棟
は
11
月
に
完
成

し
ま
す
。
内
装
工
事
の
後
、
１
月
か
ら

世
田
谷
の
全
学
科
の
研
究
室
が
そ
こ
に

移
動
し
ま
す
。
現
在
、
そ
の
計
画
を
立

と
、
農
大
ス

ポ
ー
ツ
の
強

化
、
と
り
わ

け
箱
根
駅
伝

の
強
化
に
つ

い
て
は
、
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

の
意
見
を
踏
ま
え
た
本
部
提
案
と
し

て
、「
箱
根
駅
伝
ｏ
ｎ
ｅ
コ
イ
ン
募
金
」

を
創
設
し
ま
し
た
。
支
部
長
会
議
に
諮

り
、
申
し
合
わ
せ
と
い
う
形
で
組
織
合

意
を
得
て
、
６
月
の
通
常
総
会
で
ご
承

認
い
た
だ
き
、
募
金
活
動
を
開
始
し
ま

し
た
。

く
影
響
し

ま
す
。
特
に

地
方
の
進
学

者
は
都
市
部

よ
り
も
厳
し

く
、
こ
れ
か
ら
の
大
学
の
学
生
確
保
の

在
り
方
も
、
地
方
か
ら
大
学
に
来
て
い

た
だ
く
こ
と
が
課
題
の
一
つ
で
す
。

８
０
０
０
人
以
上
の
大
規
模
大
学
は

収
支
で
９
割
以
上
が
黒
字
で
す
が
、
地

方
の
中
・
小
規
模
大
学
は
５
割
近
く
が

赤
字
。
そ
う
い
う
中
で
今
、
大
規
模
大

学
の
定
員
管
理
を
厳
し
く
し
て
、
地
方

て
て
い
る
と

こ
ろ
で
、
来

年
４
月
か
ら

供
用
開
始
と

な
り
ま
す
。

ま
た
、
厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
新
学

科
を
つ
く
っ
た
関
係
で
、
今
あ
る
研
究

棟
を
改
装
し
て
研
究
室
を
増
や
し
ま
す
。

そ
こ
に
あ
っ
た
学
生
実
験
室
を
、
現
在

建
設
し
て
い
る
新
学
生
実
験
・
実
習
棟

に
収
容
し
ま
す
。
こ
れ
は
後
期
か
ら
の

供
用
開
始
で
す
。

就
職
状
況
は
非
常
に
良
く
、
就
職
率

10
月
の
箱
根
駅
伝
予
選
会
で
は
、

残
念
な
結
果
に
終
わ
り
、
今
年
も
箱
根

に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
各
支
部
の
校
友
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
「
ｏ
ｎ
ｅ
コ
イ
ン
募
金
」
に
つ
い
て

は
、
12
月
の
本
部
理
事
会
の
席
上
で
陸

上
競
技
部
の
矢
口
部
長
と
小
指
監
督
に

そ
の
一
部
を
寄
贈
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
支
部
長
各
位
の
ご
意
向
を

踏
ま
え
、
大
学
の
発
展
方
向
の
中
で
、

校
友
会
も
新
た
な
対
応
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ご
要
望
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
も
鋭
意
検
討
し
、
で
き
る
限

り
応
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
中
・
小
規
模
大
学
の
定
員
充
足
率
を

上
げ
ろ
と
い
う
政
策
が
と
ら
れ
て
い
ま

す
。
首
都
圏
の
大
学
は
危
機
感
を
持
っ
て

い
て
、
東
京
農
大
も
学
部
の
改
組
、
学

科
の
定
員
見
直
し
を
積
極
的
に
進
め
な

が
ら
、
社
会
状
況
に
適
応
し
た
大
学
組

織
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大
学
は
18
歳
人
口
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト

で
、
１
０
０
万
人
を
割
っ
て
18
年
後
は

80
数
万
人
に
。
そ
こ
ま
で
に
し
っ
か
り

と
手
を
打
た
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
初
等
教
育
の
必
要
性
を
感
じ
て
学

園
化
と
い
う
方
向
に
か
じ
を
切
り
ま
し

た
。
そ
の
一
環
と
し
て
小
学
校
を
設
置

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
の
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

ブ
ロッ
ク
の
意
見
確
認

外園 副会長大澤貫寿理事長髙野克己学長

「
人
物
を
畑
に
還
す
」の

心
を
入
試
制
度
に
継
承

東
京
農
業
大
学
校
友
会
会
長　
　
　

三
好　

吉
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　

 

代
読　

副
会
長　

外
園
　

学
校
法
人
東
京
農
業
大
学
理
事
長　

大
澤　

貫
寿

東
京
農
業
大
学
学
長　
　
　
　
　
　

髙
野　

克
己

主催者あいさつ（要旨）

ｏ
ｎ
ｅ
コ
イ
ン
募
金
名
簿
掲
載

　
「
箱
根
へ
の
道
ｏ
ｎ
ｅ
コ
イ
ン
募
金
」の
募
金

者
の
ご
芳
名
は
８
・
９
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
全
国
支
部
長
会
議
が
２
月
22
日
、
世
田
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ン
タ
ー
の
横
井
講
堂
で
行

わ
れ
た
。
会
議
に
は
全
国
の
支
部
長
ら
70
人
が
出
席
。
来

賓
と
し
て
学
校
法
人
東
京
農
業
大
学
の
大
澤
貫
寿
理
事
長
、

東
京
農
業
大
学
の
髙
野
克
己
学
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
。
五

つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
結
果
が
報
告
さ
れ
、
全
体
討
議
で
は

母
校
の
建
学
の
精
神
「
人
物
を
畑
に
還
す
」
に
基
づ
い
た

入
試
制
度
や
「
箱
根
駅
伝
へ
の
道
ｏ
ｎ
ｅ
コ
イ
ン
募
金
」
な

ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
大
学
側
は

金
子
忠
一
副
学
長
、
校
友
会
本
部
は
小
野
甲
二
常
任
理
事
・

事
務
局
長
が
回
答
し
た
。

全国支部長会議全国支部長会議

来賓祝辞（要旨）

清水敏夫支部幹事長

阿曽田清支部長

渡邉康夫支部長

堀江康輔支部長

竹重博樹議長

清水重郎支部長
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平
成
30
年
度
学
位
記
授
与
式

が
３
キ
ャ
ン
パ
ス
で
そ
れ
ぞ
れ

挙
行
さ
れ
た
。
３
月
17
日
に
北

海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス

体
育
館
で
大
学
院
生
物
産
業
学

研
究
科
・
生
物
産
業
学
部
、
同

20
日
に
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
桜

丘
ア
リ
ー
ナ
で
大
学
院
農
学
研

究
科
・
応
用
生
物
科
学
部
・
地

域
環
境
科
学
部
・
国
際
食
料
情

報
学
部
、
21
日
に
厚
木
キ
ャ
ン

パ
ス
体
育
館
で
大
学
院
農
学
研

究
科
・
農
学
部
の
卒
業
生
が
学

位
記
を
贈
ら
れ
た
。

　

式
で
は
学
位
記
授
与
に
続

き
、
成
績
優
秀
特
別
賞
・
卒
業

論
文
優
秀
賞
な
ど
優
れ
た
成
績

を
収
め
た
学
生
ら
の
表
彰
が
あ

り
、
代
表
者
に
は
賞
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
た
。

　

髙
野
学
長
が
「
本
学
で
し
か

学
べ
な
い
価
値
あ
る
教
育
を
実

学
主
義
で
学
び
、
実
績
を
自
身

の
も
の
と
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
社
会
で
躍
動
す
る
こ
と
に

よ
り
、
全
国
・
世
界
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
東
京
農
大
ブ
ラ
ン
ド

を
知
ら
し
め
て
く
だ
さ
い
」
と

激
励
。
卒
業
生
を
代
表
し
て
生

物
生
産
学
科
の
宇
都
宮
咲
耶
さ

ん
、
応
用
生
物
科
学
部
バ
イ
オ

サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
宇
津
智
晴

さ
ん
、
農
学
科
の
府
榮
野
亜
実

さ
ん
が
答
辞
を
述
べ
た
。

　

多
数
の
父
母
や
後
輩
が
キ
ャ

ン
パ
ス
を
訪
れ
、
３
キ
ャ
ン
パ

ス
合
計
３
０
０
７
人
の
卒
業
生

が
、
仲
間
や
恩
師
と
の
語
ら
い

の
時
間
を
過
ご
し
、
将
来
へ
の

希
望
を
胸
に
巣
立
っ
て
い
っ
た
。

　

髙
野
学
長
が
「
自
分
の
限
界

を
超
え
て
、
知
識
の
限
界
を
超

え
て
、
ど
の
よ
う
な
未
来
像
を

描
き
努
力
し
て
い
く
の
か
。
東

京
農
大
生
と
し
て
ひ
た
む
き
に

〝
生
き
る
〟
を
追
求
し
て
い
く

こ
と
で
夢
を
実
現
さ
せ
て
ほ
し

い
」
と
式
辞
を
述
べ
た
。
新
入

生
を
代
表
し
て
応
用
生
物
科
学

部
食
品
安
全
健
康
学
科
の
矢
野

恵
美
さ
ん
と
北
方
圏
農
学
科
の

山
本
遥
風
さ
ん
が
宣
誓
。
山
本

さ
ん
は
「
夢
に
向
か
っ
て
新
し

い
こ
と
に
挑
戦
し
、
実
り
あ
る

学
生
生
活
を
送
る
」
と
決
意
を

新
た
に
し
て
い
た
。

　

新
入
生
た
ち
は
新
し
く
始
ま

る
生
活
に
期
待
し
、
胸
を
躍
ら

せ
て
い
た
。
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、
先
輩
か
ら
の
歓
迎
を
受
け

る
新
入
生
の
笑
顔
が
随
所
で
見

ら
れ
た
。
今
年
度
の
入
学
生
は

３
キ
ャ
ン
パ
ス
合
計
３
４
９
１

人
だ
っ
た
。

　

水
谷
市
長
は
、
農
大
は
地
域

に
根
差
し
た
網
走
市
に
と
っ
て

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と

し
、「
一
層
連
携
を
深
め
、
町

づ
く
り
地
域
づ
く
り
の
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
お
力
添
え
を
」
と

述
べ
た
。ア
ニ
シ
モ
フ
学
長
は
、

29
年
８
月
に
締
結
し
た
農
大
と

極
東
連
邦
大
学
と
の
協
定
に
つ

い
て
「
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お

い
て
実
習
・
研
究
の
可
能
性
が

出
て
く
る
基
盤
に
な
る
。
東
京

農
業
大
学
が
蓄
積
し
て
き
た
経

験
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
偉
大
な

可
能
性
が
満
ち
て
い
る
」
と
期

待
し
た
。

　

網
走
市
と
東
京
農
業
大
学
生

物
産
業
学
部
協
力
会
に
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
た
後
、
北
海
道

二
十
一
世
紀
総
合
研
究
所
の
富

田
学
主
任
研
究
員
が
「
オ
ホ
ー

ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
が
地
域
経
済

に
与
え
る
効
果
」
と
題
し
て
、

消
費
支
出
に
伴
う
年
間
の
経
済

効
果
が
32
億
円
、
地
域
の
生
産

額
拡
大
に
年
間
１
９
２
億
円
寄

与
し
て
い
る
と
の
調
査
結
果
を

報
告
し
た
。

　

記
念
式
典
会
場
に
は
30
年
の

歴
史
を
振
り
返
る
パ
ネ
ル
が
展

示
さ
れ
た
。
祝
賀
会
や
イ
ベ
ン

ト
も
同
日
に
開
催
、
地
元
市
民

と
と
も
に
30
周
年
を
祝
っ
た
。

　

生
物
産
業
学
部
は
平
成
元
年

４
月
の
開
設
以
来
、
地
域
・
国

際
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材

を
、
大
学
院
修
了
者
も
含
め
、

こ
れ
ま
で
に
１
万
人
以
上
国
内

外
に
送
り
出
し
て
い
る
。

　

東
京
農
業
大
学
は
平
成
30
年

12
月
23
日
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
・
文

化
交
流
セ
ン
タ
ー
（
網
走
市
）

で
生
物
産
業
学
部
開
学
30
周
年

記
念
式
典
を
開
い
た
。
網
走
市

の
水
谷
洋
一
市
長
、
極
東
連
邦

大
学
（
ロ
シ
ア
）
の
ニ
キ
ー
タ
・

ア
ニ
シ
モ
フ
学
長
ら
来
賓
の

他
、
農
大
関
係
者
ら
約
２
０
０

人
が
参
加
し
、
同
学
部
の
30
周

年
を
祝
っ
た
。

　

吉
田
穂
積
学
部
長
の
開
式
あ

い
さ
つ
の
後
、
農
大
の
髙
野
克

己
学
長
は
「
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ

ク
キ
ャ
ン
パ
ス
が
世
界
的
視
点

に
立
っ
て
、
次
の
時
代
の
た
め

に
大
き
く
発
展
し
続
け
て
い
た

だ
き
た
い
」と
期
待
を
寄
せ
た
。

の
育
成
』。
冒
険
や
挑
戦
を
す

る
た
め
、
科
学
的
、
実
践
的
に

学
べ
る
人
間
を
育
て
て
い
き
た

い
」と
あ
い
さ
つ
。
農
大
一
高
・

中
等
部
の
生
徒
が
、
同
校
の
校

歌
を
披
露
し
た
。
校
歌
の
作
詞

は
谷
川
俊
太
郎
氏
、
作
曲
は
谷

川
賢
作
氏
で
、
両
氏
は
式
典
に

も
出
席
し
た
。

　

同
校
は
農
大
世
田
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
に
隣
接
し
、
定
員
は
１
学

年
72
人
の
男
女
共
学
。
校
舎
は

地
上
４
階
、
地
下
１
階
。
校
名

の
「
稲
花
」
は
東
京
農
業
大
学

の
花
で
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

が
、
１
本
の
穂
に
２
０
０
粒
近

い
米
を
実
ら
せ
る
稲
の
よ
う

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
力
と
、
可
能

性
を
育
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き

た
ら
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
体
験
型
学

習
を
重
視
。「
食
と
農
」
の
博

物
館
や
厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
、
北

海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス

な
ど
、
農
大
の
施
設
と
も
連
携

し
た
学
習
を
行
う
。

　

東
京
農
業
大
学
の
稲
花
小
学

校
１
期
生
の
入
学
式
が
４
月
６

日
に
行
わ
れ
た
。
入
学
し
た
１

年
生
72
人
は
希
望
に
胸
を
膨
ら

ま
せ
て
勉
学
に
励
ん
で
い
る
。

こ
れ
に
先
立
ち
平
成
30
年
12
月

22
日
、
開
校
記
念
式
典
が
同
校

体
育
館
で
開
か
れ
た
。

　

同
校
は
、
農
大
が
設
置
す
る

初
の
小
学
校
で
、
東
京
23
区
内

で
は
59
年
ぶ
り
の
私
立
小
学
校

の
新
設
と
な
る
。

　

同
式
典
に
は
世
田
谷
区
の
保

坂
展
人
区
長
、
東
京
私
立
初
等

学
校
協
会
の
小
泉
清
裕
会
長
ら

教
育
関
係
者
の
他
、
学
校
法
人

東
京
農
業
大
学
の
大
澤
貫
寿
理

事
長
ら
大
学
関
係
者
約
２
０
０

人
が
出
席
し
、開
校
を
祝
っ
た
。

　

夏
秋
啓
子
校
長
は
「
稲
花
小

学
校
の
教
育
理
念
は
『
冒
険
心

希望を胸に72児童
体験型の学習重視

地
域
に
根
差
し
人
材
育
成

将
来
へ
の
希
望
を
胸
に

開
校
し
た
稲
花
小
学
校

網
走
市
に
開
設
し
30
年
を
迎
え
開
催
し
た
記
念
式
典

　

食
料
環
境
経
済
学
科
で
は
、
１
９
３
９
（
昭
和
14
）
年
４

月
の
農
業
経
済
学
科
開
設
以
来
、
本
年
で
80
周
年
を
迎
え
、

左
記
の
通
り
記
念
事
業
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
を
。

日
時
＝
令
和
元
年
10
月
14
日
（
月
）
体
育
の
日

午
後
（
時
間
未
定
）

会
場
＝
東
京
農
業
大
学
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

農
大
ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ン
タ
ー
横
井
講
堂

内
容
＝
記
念
式
典
、
記
念
講
演
、
記
念
祝
賀
会

農
業
経
済
80
周
年

記
念
事
業
を
開
催
10月に
世田谷

東
京
農
大 

稲
花
小
が
開
校

と 

う   

　 

か

30周年記念式典オホーツク
キャンパス

　

桜
咲
く
４
月
２
日
、
平
成
31

年
度
入
学
式
が
世
田
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
桜
丘
ア
リ
ー
ナ
で
、
大
学

院
農
学
研
究
科
・
農
学
部
・
応

用
生
物
科
学
部
・
生
命
科
学

部
・
地
域
環
境
科
学
部
・
国
際

食
料
情
報
学
部
の
合
同
で
挙
行

さ
れ
、
４
月
４
日
に
は
オ
ホ
ー

ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
体
育
館
で
大

学
院
生
物
産
業
学
研
究
科
・
生

物
産
業
学
部
の
入
学
式
が
挙
行

さ
れ
た
。

　

式
典
に
は
、
海
外
協
定
校
の

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
立
農
業
大
学
の

ヌ
オ
・
ブ
ン
タ
ン
学
長
ら
が
出

席
し
、
祝
辞
を
述
べ
た
。

夢
に
向
か
っ
て
挑
戦

社会への巣立ちの時を迎えた卒業生（世田谷キャンパスで）

学位記を授与される卒業生（厚木キャンパスで）

後輩からお祝いの胴上げ（オホーツクキャンパスで）

大学院１研究科と５学部合同の入学式（世田谷キャンパスで）

満開の桜の下で希望に燃える新入生（世田谷キャンパスで）

先輩から歓迎を受ける新入生（オホーツクキャンパスで）

華
や
か
に
入
学
式

厳
か
に
学
位
記
授
与
式



（3）  平成31年4月25日 第125号

㈱農大サポート発進

成
す
る
実
験
・
実
習
棟
に
収
容

す
る
。

　

１
階
は
肉
・
乳
・
農
産
物
の

加
工
実
習
を
行
う
食
品
加
工
実

習
室
、２
階
は
生
物
系
実
験
室
、

３
階
は
化
学
系
実
験
室
。
地
上

３
階
建
て
、
建
築
面
積
は
８
７

９
平
方
㍍
、
延
べ
床
面
積
２
３

０
１
・
33
平
方
㍍
。

　

厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
建
学

の
精
神
「
人
物
を
畑
に
還
す
」、

　

厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
建
設

が
進
ん
で
い
る
実
験
・
実
習
棟

が
７
月
に
完
成
し
、
９
月
か
ら

供
用
を
開
始
す
る
予
定
。

 

学
部･

学
科
の
改
組
で
農
学

部
各
学
科
の
研
究
室
体
制
が
再

構
築
さ
れ
、
研
究
室
拡
充
の
た

め
、
各
種
学
生
実
験
室
を
研
究

棟
外
に
再
整
備
す
る
と
と
も

に
、
老
朽
化
し
た
食
品
加
工
実

習
施
設
を
新
規
に
整
備
し
、
完

教
育
の
理
念
「
実
学
主
義
」
を

具
現
化
し
、
座
学
と
実
験
・
実

習
・
演
習
を
キ
ャ
ン
パ
ス
や
農

学
部
付
属
施
設
で
実
践
す
る
こ

と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
い

る
。
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ

き
、
学
生
実
験
と
作
物
栽
培
な

７
月
に
完
成
予
定

　

平
成
31
年
３
月
９
日
、
東
京

農
業
大
学
「
食
と
農
」
の
博
物

館
に
お
い
て
、（
一
財
）
進
化

生
物
学
研
究
所
（
以
下
、
進
化

研
）
主
催
、
生
き
物
文
化
誌
学

会
後
援
に
よ
る
講
演
会
「
近
藤

典
生
ワ
ー
ル
ド
」が
開
か
れ
た
。

　

講
演
会
に
は
大
澤
貫
寿
理
事

長
を
は
じ
め
髙
野
克
己
学
長
、

夏
秋
啓
子
・
新
部
昭
夫
両
副
学

長
、
小
川
博
農
学
部
長
ら
農
大

関
係
者
、
進
化
研
の
湯
浅
浩
史

理
事
長
や
研
究
員
、
生
き
物
文

化
誌
学
会
の
陽
捷
行
会
長
、
さ

ら
に
は
近
藤
先
生
を
生
涯
の

師
と
し
て
慕
わ
れ
る
秋
篠
宮
親

王
殿
下
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
参

加
者
は
約
50
人
と
盛
会
で
あ
っ

た
。
講
演
に
先
立
ち
、
大
澤
理

事
長
よ
り
心
温
ま
る
あ
い
さ
つ

が
あ
っ
た
。

　

近
藤
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
て

か
ら
、
今
年
で
22
年
。
昭
和
23

年
に
進
化
研
の
前
身
で
も
あ
る

育
種
学
研
究
室
を
創
設
し
、
時

代
を
先
駆
け
た
理
念
に
基
づ
く

公
園
造
り
（
シ
ャ
ボ
テ
ン
公
園

等
）
や
重
層
的
な
生
物
生
産
に

着
目
し
て
多
く
の
業
績
を
世
に

残
し
て
こ
ら
れ
た
。

　

講
演
で
は
、
進
化
研
に
関
係

の
深
い
生
き
物
文
化
誌
学
会
か

ら
小
田
忠
信
副
会
長
、
育
種
研

時
代
の
Ｏ
Ｂ
萩
原
俊
彦
氏
（
昭

32
農
）、
そ
し
て
進
化
研
の
湯

浅
理
事
長
の
３
人
に
、
今
一
度

そ
の
業
績
や
人
柄
に
つ
い
て
熱

く
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。
講
演

後
、
秋
篠
宮
殿
下
か
ら
貴
重
な

お
言
葉
を
賜
っ
た
。

厚木に実験・実習の拠点 母
校
だ
よ
り

人
事
異
動	

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

【
平
成
31
年
４
月
１
日
】

▼
任
用

東
京
農
業
大
学
副
学
長
（
農
芸
化
学
科
教
授
）山

本　

祐
司

法
人
本
部
長
事
務
取
扱
（
法
人
常
務
理
事
）

志
和
地
弘
信

▼
教
授
採
用

農
学
部
農
学
科	

岩
波　
　

徹

応
用
生
物
科
学
部
栄
養
科
学
科	

髙
橋　

公
咲

応
用
生
物
科
学
部
栄
養
科
学
科	

福
山　

直
人

生
物
産
業
学
部
食
香
粧
化
学
科	

野
島　
　

聡

教
職
・
学
術
情
報
課
程	

木
村
梨
花
子

▼
教
授
昇
格

農
学
部
動
物
科
学
科	

鳥
居　

恭
司

農
学
部
生
物
資
源
開
発
学
科	

石
川　
　

忠

応
用
生
物
科
学
部
農
芸
化
学
科	

横
田　

健
治

応
用
生
物
科
学
部
農
芸
化
学
科	

井
上　
　

順

地
域
環
境
科
学
部	

江
上　

親
宏

地
域
環
境
科
学
部
生
産
環
境
工
学
科	

川
名　
　

太

地
域
環
境
科
学
部
造
園
科
学
科	

國
井　

洋
一 

▼
定
年
退
職

農
学
部
農
学
科
教
授	

根
岸　

寛
光

農
学
部
デ
ザ
イ
ン
農
学
科
教
授	

森
田　

茂
紀

応
用
生
物
科
学
部
醸
造
科
学
科
教
授	

舘　
　
　

博

応
用
生
物
科
学
部
醸
造
科
学
科
教
授	

鈴
木
健
一
朗

応
用
生
物
科
学
部
栄
養
科
学
科
教
授	

田
中　

越
郎

生
命
科
学
部
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
教
授

	

河
野　

友
宏

生
命
科
学
部
分
子
生
命
化
学
科
教
授	

額
田　

恭
郎

地
域
環
境
科
学
部
造
園
科
学
科
教
授	

濱
野　

周
泰

国
際
食
料
情
報
学
部
食
料
環
境
経
済
学
科
教
授

	

立
岩　

壽
一

国
際
食
料
情
報
学
部
国
際
食
農
科
学
科
教
授

	

友
田　

清
彦

生
物
産
業
学
部
食
香
粧
化
学
科
教
授	

戸
枝　

一
喜

生
物
産
業
学
部
自
然
資
源
経
営
学
科
教
授	

菊
地　

哲
夫

学
術
情
報
課
程
教
授	

黒
澤　

弥
悦

厚木キャンパス実験・実習棟完成予想図

栄養強化米の開発と実用化に
ついて報告する辻井教授

ど
の
農
業
実
習
だ
け
で
な
く
、

食
品
加
工
実
習
を
積
極
的
に
実

施
す
る
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充

実
さ
せ
る
。

げ
、
本
学
の
「
特
色
・
強
み
」

を
具
体
的
に
引
き
出
し
た
研
究

を
推
進
す
る
こ
と
で
、
将
来
的

な
社
会
貢
献
を
目
指
し
て
い

る
。

　

こ
の
報
告
会
は
、
そ
の
研
究

成
果
を
公
開
し
、「
革
新
的
技

術
研
究
」
の
一
端
を
一
般
の
方

に
も
知
っ
て
も
ら
う
機
会
と
し

て
開
い
て
い
る
。

　
「
学
部
長
主
導
型
研
究
プ
ロ

　

東
京
農
業
大
学
総
合
研
究
所

（
山
本
祐
司
所
長
）
は
平
成
30

年
12
月
17
日
、
東
京
都
千
代
田

区
内
で
革
新
的
技
術
研
究
成
果

報
告
会
を
開
い
た
。
食
品
会
社

や
商
社
な
ど
約
１
２
０
人
が
参

加
し
た
。
今
回
で
２
回
目
。

　

東
京
農
大
で
は
実
学
主
義
の

下
、
総
合
研
究
所
が
中
心
と

な
っ
て
学
内
に
さ
ま
ざ
ま
な

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
農
芸
化
学

科
の
辻
井
良
政
教
授
と
齋
藤
彰

宏
助
教
が
、
現
代
人
の
栄
養
代

謝
を
改
善
す
る
新
し
い
「
栄
養

強
化
米
」
の
開
発
と
実
用
化
に

つ
い
て
報
告
。
分
子
生
命
化
学

科
の
田
口
精
一
教
授
と
分
子

微
生
物
学
科
の
田
中
尚
人
教
授

は
、
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

合
成
プ
ロ
セ
ス
か
ら
環
境
分
解

ま
で
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　
「
農
研
機
構
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
フ
ァ
ン
ド
型
共
同
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
北
方
圏
農

学
科
の
吉
田
穂
積
教
授
が
北
海

道
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
に
新
た
に

侵
入
し
た
害
虫
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ

シ
ロ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
つ

い
て
報
告
。

　

若
手
研
究
者
を
支
援
す
る

「
大
学
戦
略
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
は
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン

ス
学
科
の
渡
辺
智
准
教
授
が
、

東
京
農
大
に
お
け
る
革
新
的
シ

ア
ノ
バ
ク
テ
リ
ア
研
究
に
つ
い

て
発
表
し
た
。

　

令
和
元
年
度
の
「
創
立
記
念
を
祝
う

会
並
び
に
第
19
回
東
京
農
大
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
」
が
６
月
15
日
（
土
）
13

時
か
ら
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
百
周

年
記
念
講
堂
で
開
か
れ
ま
す
。
親
子
三

代
表
彰
、
東
京
農
大
貢
献
賞
表
彰
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
特
別
記
念
講
演
は
造
園

家
で
東
京
農
業
大
学
客
員
教
授
の
涌
井

史
郎
氏
（
写
真
）
で
す
。

　

懇
親
会
の
他
、
来
場
者
に
は
記
念
品

の
配
布
も
あ
り
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
詳
細
は
同
封
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

６月15日に世田谷で

先駆者の功績を確認
進化研が近藤典生ワールド

教育研究に貢献

涌
井
史
郎
氏
が
講
演講

演
を
す
る
湯
浅
理
事
長
と
在
り
し
日
の

近
藤
先
生

　

平
成
30
年
７
月
、
学
校
法
人
東
京
農
業
大
学
が
１
０

０
％
出
資
し
た
事
業
会
社
、
株
式
会
社
農
大
サ
ポ
ー
ト

が
設
立
さ
れ
た
。
日
本
の
私
立
大
学
は
、
昨
今
の
大
学

進
学
者
数
の
減
少
に
よ
り
、
収
入
源
を
多
様
化
し
大
学

経
営
の
安
定
化
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
学
校
法

人
が
収
益
事
業
を
行
う
こ
と
に
は
制
約
が
あ
る
た
め
、

事
業
法
人
を
設
立
す
る
学
校
法
人
が
増
え
て
い
る
。

　

農
大
サ
ポ
ー
ト
の
設
立
も
こ
の
流
れ
に
沿
っ
た
も
の

で
、平
成
30
年
10
月
１
日
か
ら
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

法
人
が
所
有
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
知
財
や
人
材
な
ど
を
活

用
し
た
事
業
展
開
を
図
り
、
法
人
財
政
に
寄
与
す
る
と

と
も
に
教
育
研
究
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
に
貢
献
す
る

と
し
て
い
る
。

　

主
な
事
業
は
東
京
農
大
の
生
涯
学
習
事
業
で
あ
る

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
事
業
、
訪
問
看
護
を
主
と
し
て
実

践
す
る
東
京
情
報
大
学
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運

営
、
学
生
へ
の
賃
貸
不
動
産
紹
介
、
農
大
グ
ッ
ズ
販
売
、

オ
フ
ィ
ス
用
品
の
調
達
、
東
京
農
大
が
初
め
て
分
離
に

成
功
し
た
花
酵
母
（
こ
う
ぼ
）
を
使
っ
た
新
し
い
日
本

酒
を
造
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

　

事
務
所
は
世
田
谷
オ
フ
ィ
ス
、
東
京
情
報
大
学
内

に
あ
る
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
お
よ
び
４
月
に

開
設
し
た
世
田
谷
代
田
オ
フ
ィ
ス
の
３
か
所
で
、
要

員
は
12
人
。

総
合
研
究
所
が

成
果
報
告

社
会
的
貢
献
目
指
す

こ
れ
ぞ
革
新
的
技
術

ホームカミングデー



 平成31年4月25日 （4）第125号

根
岸
　
寛
光
　
教
授

昭
和
54
年
に
東
京
大
学
大

学
院
農
学
系
研
究
科
農
業
生

物
学
専
門
課
程
修
士
課
程
を
修

了
、
同
年
に
農
林
水
産
省
横
浜

植
物
防
疫
所
業
務
部
国
際
第
一

課
お
よ
び
農
蚕
園
芸
局
植
物
防

疫
課
（
併
任
）
に
採
用
。
そ
の

後
、
九
州
農
業
試
験
場
環
境
第

一
部
病
害
第
二
研
究
室
で
イ
ネ

な
ど
の
虫
媒
伝
染
性
ウ
イ
ル
ス

病
の
研
究
に
も
取
り
組
ま
れ
ま

し
た
。

昭
和
59
年
に
東
京
農
業
大

学
農
学
部
農
学
科
の
植
物
病
理

学
研
究
室
に
有
給
副
手
と
し
て

着
任
し
、助
手
、講
師
、助
教
授
、

准
教
授
を
経
て
平
成
24
年
に
教

授
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、

数
多
く
の
大
学
院
生
と
学
部
生

の
指
導
、
難
関
の
農
業
環
境
微

生
物
学
な
ど
の
講
義
は
も
ち
ろ

ん
、
平
成
５
年
に
「
日
本
産
そ

う
か
病
菌
（Sphaceloma

お
よ

びElsinoe

属
菌
）
の
比
較
研

究
」
で
博
士
号
を
取
得
さ
れ
る

と
と
も
に
、
本
学
大
学
院
農
学

研
究
科
農
学
専
攻
の
専
攻
主
任

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
植
物
病
理
学
会

幹
事
長
お
よ
び
評
議
員
、
政
府

の
農
業
資
材
審
議
会
委
員
、
中

央
環
境
審
議
会
委
員
も
務
め
ら

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
近
年
は

ご
実
家
の
福
聚
寺
の
住
職
、
そ

の
上
現
役
最
後
の
年
は（
公
社
）

緑
の
安
全
推
進
協
会
の
会
長
も

務
め
ら
れ
、
教
育
、
研
究
、
社

会
貢
献
と
極
め
て
多
忙
な
35
年

間
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

森
田
　
茂
紀
　
教
授

昭
和
51
年
東
京
大
学
農
学

部
を
卒
業
、
昭
和
56
年
東
京
大

学
大
学
院
農
学
系
研
究
科
博
士

課
程
を
単
位
取
得
退
学
、
同
年

４
月
か
ら
東
京
大
学
農
学
部
助

手
に
就
任
。
昭
和
58
年
に
農
学

博
士
の
学
位
を
取
得
。
平
成
８

年
か
ら
東
京
大
学
大
学
院
農
学

生
命
科
学
研
究
科
助
教
授
を
経

て
、
平
成
14
年
東
京
大
学
大
学

院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
付
属

農
場
教
授
に
昇
格
、
平
成
25
年

３
月
に
同
機
関
を
退
職
さ
れ
、

同
年
４
月
か
ら
東
京
農
業
大
学

農
学
部
農
学
科
教
授
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

専
攻
は
作
物
学
で
、
平
成
16

年
に
は
日
本
作
物
学
会
会
長
に

選
出
さ
れ
学
会
発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。
本
学
で
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
作
物
エ
リ
ア
ン
サ
ス
の
研

究
を
な
さ
れ
、
多
く
の
研
究
業

績
を
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た

毎
年
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
展
示

会
に
学
生
主
体
で
ブ
ー
ス
を
出

展
さ
れ
る
な
ど
、
学
生
指
導
に

も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
退
職
後

は
、
本
学
デ
ザ
イ
ン
農
学
科
嘱

託
教
授
と
し
て
引
き
続
き
学
生

指
導
に
当
た
っ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

舘
　
博
　
教
授

昭
和
54
年
東
京
農
大
院
（
農

芸
化
学
・
博
士
前
期
）
修
了
。

同
年
本
学
醸
造
学
科
に
副
手
と

し
て
着
任
。
そ
の
後
、
短
大
醸

造
科
助
手
、
講
師
、
助
教
授
を

経
て
、
平
成
14
年
同
教
授
。
短

大
閉
学
に
伴
い
平
成
30
年
か
ら

応
用
生
物
科
学
部
醸
造
科
学

科
教
授
。
博
士
（
農
芸
化
学
）。

こ
の
間
、（
学
）
東
京
農
大
評

議
員
や
短
大
部
長
を
歴
任
。
専

門
は
醸
造
学
で
、
特
に
麹
（
こ

う
じ
）
菌
ペ
プ
チ
ダ
ー
ゼ
、
醸

造
物
由
来
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ト
プ

ロ
テ
イ
ン
、
醤
油
（
し
ょ
う
ゆ
）

乳
酸
菌
の
ヒ
ス
タ
ミ
ン
生
成
抑

制
に
造
詣
が
深
く
、
日
本
醸
造

協
会
技
術
賞
な
ど
の
学
協
会
賞

を
受
賞
。

ま
た
、
農
友
会
社
交
ダ
ン

ス
研
究
部
部
長
と
し
て
の
学
生

指
導
や
学
生
ダ
ン
ス
競
技
団
体

の
運
営
に
も
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

さ
ら
に
、
日
本
健
康
医
学
会

な
ど
複
数
の
学
会
の
理
事
や
評

議
員
、
あ
る
い
は
醤
油
・
み
り

ん
業
界
団
体
の
理
事
な
ど
多
数

の
要
職
を
務
め
て
お
ら
れ
、
農

大
を
定
年
退
職
後
も
引
き
続
き

各
方
面
で
の
ご
活
躍
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

鈴
木
　
健
一
朗
　
教
授

昭
和
52
年
東
京
大
学
農
学

部
農
芸
化
学
科
卒
業
、
昭
和
57

年
同
農
学
系
研
究
科
農
芸
化

学
専
攻
博
士
課
程
修
了(

農
学

博
士)

。
専
門
の
微
生
物
分
類

学
を
生
か
し
、
理
化
学
研
究
所

生
物
基
盤
研
究
部
（
Ｊ
Ｃ
Ｍ
）、

(

独)

製
品
評
価
技
術
基
盤
機

構
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン

タ
ー
（
Ｎ
Ｂ
Ｒ
Ｃ
）
で
30
年
以

上
に
わ
た
り
、
微
生
物
系
統
保

存
事
業
に
従
事
し
て
こ
ら
れ
、

平
成
28
年
に
東
京
農
業
大
学

応
用
生
物
科
学
部
醸
造
科
学
科

に
教
授
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し

た
。
細
菌
の
細
胞
壁
の
ア
ミ
ノ

酸
、
菌
体
脂
肪
酸
な
ど
の
菌
体

成
分
を
用
い
た
化
学
分
類
学
を

専
門
と
し
、
放
線
菌
や
乳
酸
菌

の
分
類
体
系
の
構
築
、
新
種
の

提
案
な
ど
を
数
多
く
発
表
し
、

微
生
物
分
類
学
を
牽
引
す
る

功
績
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
醸

造
科
学
科
で
は
、
醸
造
微
生
物

学
研
究
室
に
所
属
さ
れ
、
醸
造

に
関
わ
る
微
生
物
、
特
に
乳
酸

菌
に
つ
い
て
、
生
理
学
的
特
性

を
菌
体
成
分
の
変
化
か
ら
研
究

し
、
学
生
の
指
導
に
当
た
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

田
中
　
越
郎
　
教
授

昭
和
29
年
１
月
に
長
崎
市

に
生
ま
れ
、
３
歳
か
ら
熊
本
市

で
育
ち
ま
し
た
。
昭
和
55
年
に

熊
本
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、

東
京
・
秋
葉
原
に
あ
る
三
井
記

念
病
院
で
内
科
の
研
修
医
。
熊

本
に
戻
り
熊
本
大
学
医
学
部
の

大
学
院
で
薬
理
学
を
専
攻
し
、

医
学
博
士
を
取
得
後
、
ポ
ス
ド

ク
（
博
士
後
研
究
員
）
と
し
て

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
カ
ロ
リ
ン
ス

定
年
を
迎
え
た
先
生

カ
研
究
所
に
２
年
間
留
学
。
留

学
後
、
神
奈
川
・
伊
勢
原
市
の

東
海
大
学
医
学
部
の
生
理
学
教

室
に
約
15
年
在
籍
。
平
成
15
年

４
月
か
ら
栄
養
科
学
科
に
教
授

と
着
任
、
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

長
を
13
年
間
兼
任
し
、
平
成
28

年
４
月
か
ら
東
京
農
業
大
学
第

一
高
等
学
校
・
中
等
部
の
校
長

を
兼
任
中
。
平
成
20
年
応
用
生

物
科
学
部
栄
養
科
学
科
長
（
１

期
）、
平
成
24
年
大
学
院
農
学

研
究
科
食
品
栄
養
学
専
攻
主
任

（
１
期
）
を
勤
め
ま
し
た
。

論
文
や
書
著
も
多
く
、
特
に

ヒ
ト
の
生
理
学
の
教
科
書
は
、

看
護
系
の
学
生
に
人
気
が
高

く
、
日
本
中
の
看
護
学
生
の
10

人
に
１
人
は
先
生
が
書
か
れ
た

教
科
書
を
使
っ
て
勉
強
し
て
い

ま
す
。
平
成
30
年
は
日
本
テ
レ

ビ
の
「
世
界
一
受
け
た
い
授
業
」

に
も
出
演
。
定
年
後
も
農
大
一

高
・
中
等
部
校
長
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
の
ご
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

河
野
　
友
宏
　
教
授

昭
和
51
年
東
京
農
業
大
学

農
学
部
畜
産
学
科
卒
業
。
昭
和

57
年
東
京
農
業
大
学
農
学
研
究

科
農
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
修

了
（
農
学
博
士
）。
昭
和
58
年

か
ら
東
京
農
業
大
学
総
合
研
究

所
副
手
（
有
給
）。
昭
和
61
年

農
林
水
産
省
畜
産
試
験
場
で
ク

ロ
ー
ン
研
究
に
参
加
後
、
昭
和

63
年
講
師
、
平
成
４
年
助
教
授

に
昇
格
。
平
成
５
年
英
国
Ｍ
Ｒ

Ｃ
実
験
発
生
学
・
奇
形
学
研
究

所
で
卵
子
活
性
化
機
構
の
研
究

に
従
事
し
、
帰
国
後
は
ゲ
ノ
ム

イ
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
研
究
を

展
開
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
８
年

東
京
農
業
大
学
教
授
に
昇
格
。

平
成
13
年
か
ら
応
用
生
物
科
学

部
（
平
成
29
年
か
ら
生
命
科
学

部
）
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

に
所
属
し
、
学
部
お
よ
び
大
学

院
教
育
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

哺
乳
類
の
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
研
究
分

野
で
重
要
な
成
果
を
数
多
く
挙

げ
ら
れ
、
国
内
外
で
高
く
評
価

さ
れ
て
お
り
、
家
畜
繁
殖
学
会

島
村
賞
、
日
本
卵
子
学
会
理
事

長
特
別
賞
、
文
科
省
科
学
技
術

政
策
研
究
所
「
ナ
イ
ス
ス
テ
ッ

プ
な
研
究
者
」
な
ど
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

学
会
活
動
と
し
て
は
、

Society of Reproduction and 
Fertility

（
英
国
）、
日
本
繁
殖

生
物
学
会
、
日
本
卵
子
学
会
の

学
会
誌
編
集
委
員
や
日
本
繁
殖

生
物
学
会
、
日
本
卵
子
学
会
の

理
事
を
歴
任
さ
れ
、
現
在
、
日

本
卵
子
学
会
の
理
事
長
を
さ
れ

て
い
ま
す
。

額
田
　
恭
郎
　
教
授

私
は
平
成
16
年
４
月
に
本

学
に
赴
任
し
、
所
属
は
応
用
生

物
科
学
部
醸
造
科
学
科
で
す
。

醸
造
資
源
化
学
研
究
室
の
助
教

授
と
し
て
本
学
の
教
育
・
研
究

の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

講
義
、
研
究
指
導
の
経
験
は

あ
り
ま
し
た
が
、
学
部
４
年
を

中
心
と
し
た
体
制
は
初
め
て
。

緊
張
し
て
い
た
矢
先
、
運
悪
く

講
師
の
先
生
が
入
院
し
て
し

ま
い
、
何
も
分
か
ら
な
い
ま
ま

学
生
諸
氏
に
指
示
を
出
し
て
い

た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま

す
。
赴
任
後
２
、
３
日
目
の
こ

と
で
す
。

数
年
た
っ
て
落
ち
着
い
た
後

は
学
科
長
、
教
職
・
学
術
情
報

過
程
主
任
な
ど
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
関
係
で
校
友
会

の
皆
さ
ま
、
特
に
各
地
の
農
業

高
校
の
関
係
者
の
方
々
に
は
大

変
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
か
ら
は
新
学
科
・

新
学
部
の
立
ち
上
げ
を
お
手
伝

い
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
年
３

月
、
新
学
科
で
あ
る
分
子
生
命

化
学
科
の
一
員
と
し
て
満
期
退

職
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
お

付
き
合
い
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

濱
野
　
周
泰
　
教
授

昭
和
51
年
に
本
学
農
学
部

造
園
学
科
を
卒
業
後
、
同
年
４

月
か
ら
農
学
部
造
園
学
科
助

手
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
，
講
師
、
助
（
准
）
教
授
を

経
て
平
成
20
年
に
教
授
に
昇
格

さ
れ
、
43
年
に
わ
た
り
造
園
学

研
究
と
教
育
に
ま
い
進
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
、
希
少
な
研
究
分

野
で
あ
る
樹
木
学
を
地
道
に
極

め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
樹
木
の

分
類
に
つ
い
て
は
、
知
ら
な
い

植
物
は
無
い
と
思
わ
れ
る
ほ
ど

造
詣
が
深
く
、
そ
の
眼
力
に
は

敬
服
す
る
ば
か
り
で
す
。
多
く

の
出
版
物
の
他
、
東
京
駅
近
く

の
「
大
手
町
の
森
」
に
結
集
さ

れ
た
英
知
を
み
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
花
と

緑
の
ま
ち
三
鷹
創
造
協
会
理
事

長
、
日
本
学
術
会
議
環
境
学
委

員
会
自
然
的
歴
史
的
緑
地
小
委

員
会
委
員
長
、
環
境
省
特
定
外

来
生
物
検
討
委
員
、
東
京
・
国

分
寺
市
農
業
委
員
な
ど
、
精

力
的
に
社
会
活
動
も
さ
れ
ま
し

た
。
長
き
に
わ
た
る
研
究
室
の

運
営
は
も
と
よ
り
、
学
内
で
は

ゴ
ル
フ
部
長
や
体
育
連
合
会
長

な
ど
も
歴
任
さ
れ
、
学
生
教
育

に
も
多
分
な
力
を
注
が
れ
ま
し

た
。

立
岩
　
壽
一
　
教
授

東
京
大
学
大
学
院
農
学
研

究
科
農
業
経
済
学
専
攻
博
士
課

程
を
修
了
し
、
愛
媛
大
学
法
文

学
部
を
経
て
、
平
成
４
年
に
東

京
農
業
大
学
農
学
部
農
業
経

済
学
科
に
奉
職
し
ま
し
た
。
当

時
２
号
館
４
階
に
あ
っ
た
学

科
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
ク
ー

ラ
ー
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
９
年
に
大
学
か

ら
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー

ク
レ
ー
校
へ
の
留
学
機
会
を
い

た
だ
き
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
稲

作
史
が
農
大
で
の
研
究
の
中
心

と
な
り
ま
し
た
。
北
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
の
大
地
で
活
躍
し
た
20

世
紀
初
頭
の
移
民
日
本
人
に
よ

る
稲
作
経
営
調
査
は
思
い
出
多

い
研
究
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
20
年
に
「
地
域

再
生
・
活
性
化
の
担
い
手
育
成

教
育
が
」
文
科
省
「
質
の
高
い

大
学
教
育
」
に
採
択
さ
れ
、
学

生
に
よ
る
山
村
で
の
調
査
・
実

習
・
交
流
な
ど
を
軸
と
し
た
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
形
式

の
教
育
に
没
頭
し
ま
し
た
。
楽

し
い
有
意
義
な
教
育
・
研
究
生

活
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

友
田
　
清
彦
　
教
授

43
年
間
と
い
う
長
き
に
わ
た

り
、
教
員
と
し
て
本
学
で
ご
活

躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
昭
和
51

年
、
本
学
農
学
部
農
業
経
済
学

科
卒
業
後
、
た
だ
ち
に
同
学
科

助
手
に
採
用
、
講
師
、
助
教
授

を
経
て
、
平
成
16
年
に
は
、
国

際
食
料
情
報
学
部
食
料
環
境
経

済
学
科
教
授
。
昭
和
63
年
か
ら

１
年
間
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和

国
ゲ
ッ
テ
イ
ン
ゲ
ン
大
学
に
依

命
留
学
。
２
度
の
学
部
学
科
再

編
に
尽
力
し
、
と
り
わ
け
国
際

食
農
科
学
科
の
創
設
を
リ
ー
ド

し
ま
し
た
。
平
成
28
年
に
は
国

際
食
農
科
学
科
教
授
。
図
書
館

長
、
国
際
食
料
情
報
学
部
長
、

学
校
法
人
東
京
農
業
大
学
評
議

員
・
評
議
員
会
議
長
な
ど
も
務

め
ま
し
た
。

研
究
活
動
で
は
、
明
治
前

期
の
農
政
史
・
農
学
史
を
専
攻

し
、
明
治
期
の
最
も
優
れ
た
農

業
書
と
評
価
さ
れ
る
『
日
本
地

産
論
』
の
著
者
で
あ
る
マ
ッ
ク

ス
・
フ
ェ
ス
カ
に
関
す
る
研
究
、

さ
ら
に
内
務
省
勧
業
寮
・
勧
農

局
期
の
勧
農
政
策
の
研
究
か
ら

始
ま
り
、
明
治
14
年
の
大
日
本

農
会
の
成
立
に
至
る
過
程
な
ど

に
つ
い
て
、
文
献
史
学
の
方
法

で
実
証
的
に
研
究
し
ま
し
た
。

本
学
の
初
代
学
長
で
あ
る
横
井

時
敬
に
関
す
る
著
書
も
著
し
て

い
ま
す
。
一
方
で
学
生
の
課
外

活
動
で
農
友
会
農
村
調
査
部
部

長
、
農
友
会
硬
式
野
球
部
部
長

な
ど
を
務
め
ま
し
た
。

農
業
史
の
専
門
分
野
を
背

景
と
し
た
幅
広
い
食
農
分
野
に

対
す
る
知
識
と
、
長
年
の
研
究

へ
の
情
熱
や
そ
こ
で
の
業
績
を

踏
ま
え
て
、
農
大
生
が
育
む
べ

き
教
養
や
見
識
を
示
唆
し
、
そ

の
素
養
を
多
分
に
備
え
た
多
く

の
卒
業
生
を
社
会
に
輩
出
し
ま

し
た
。

戸
枝
　
一
喜
　
教
授

昭
和
57
年
東
京
農
業
大
学

大
学
院
農
学
研
究
科
博
士
後
期

課
程
農
芸
化
学
専
攻
修
了
（
農

学
博
士
）。
昭
和
60
年
３
月
ま

で
京
浜
女
子
大
学
家
政
学
部
で

非
常
勤
講
師
を
勤
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
平
成
３
年
４
月

ま
で
第
一
糖
業
株
式
会
社
、
平

成
６
年
３
月
ま
で
上
野
製
薬
株

式
会
社
に
勤
め
ら
れ
、
同
年
４

月
か
ら
は
秋
田
県
総
合
食
品
研

究
所
で
素
材
開
発
担
当
チ
ー
フ

主
任
研
究
員
、
上
席
研
究
員
、

同
研
究
所
管
理
室
長
を
歴
任
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
農

産
廃
棄
物
か
ら
の
機
能
性
素
材

の
開
発
に
従
事
し
、
米
ぬ
か
を

原
料
と
し
た
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
高
含
有

素
材
の
製
品
化
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。平
成
22
年
４
月
か
ら
は
、

東
京
農
業
大
学
生
物
産
業
学
部

食
品
香
粧
学
科
に
教
授
と
し
て

着
任
さ
れ
ま
し
た
。
ガ
ラ
ク
ト

マ
ン
ノ
オ
リ
ゴ
糖
研
究
や
薬
用

植
物
か
ら
の
機
能
性
成
分
の
単

離
と
い
っ
た
食
香
粧
品
の
機
能

性
素
材
に
着
目
し
た
教
育
・
研

究
を
展
開
さ
れ
、
多
く
の
成
果

を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　菊
地
　
哲
夫
　
教
授

平
成
元
年
４
月
東
京
農
業

大
学
生
物
産
業
学
部
の
開
設

と
と
も
に
産
業
経
営
学
科
の
専

任
講
師
と
し
て
赴
任
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
助
教
授
、 

教
授

と
経
歴
を
重
ね
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
学
科
長
を
、
平
成
26
～
29

年
度
に
２
期
に
わ
た
り
務
め
ま

し
た
。

地
域
社
会
に
お
け
る
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
中
心
的
人
材
と

し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
ボ
ー

ト
部
の
創
設
に
関
わ
り
副
顧
問

を
平
成
４
年
ま
で
務
め
、
釣
り

同
好
会
の
顧
問
を
現
在
ま
で
務

め
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

趣
味
の
油
絵
は
、
四
季
の

斜
里
岳
な
ど
を
描
か
れ
て
お

り
、
日
曜
大
工
で
は
、
本
棚
、

机
な
ど
を
多
数
製
作
さ
れ
て

い
ま
す
。
温
和
で
人
あ
た
り
の

よ
い
性
格
か
ら
周
囲
の
多
く
の

方
々
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク

の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
で
い
た

だ
き
、
わ
れ
わ
れ
の
羅
針
盤
と

な
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
祈

念
し
て
い
ま
す
。

黒
澤
　
弥
悦
　
教
授

昭
和
51
年
東
京
農
業
大
学

農
学
部
畜
産
学
科
卒
業
。
同
大

学
家
畜
血
清
学
研
究
所
研
究
生

を
経
て
、
研
究
助
手
と
し
て
勤

務
し
ま
し
た
。
平
成
２
年
農
学

博
士
の
学
位
を
取
得
。
同
年
郷

里
の
岩
手
県
奥
州
市
で
稲
作
で

就
農
す
る
傍
ら
、
平
成
５
年
、

同
市
の
「
牛
の
博
物
館
」
の
建

設
準
備
室
に
嘱
託
研
究
員
と
な

り
、
平
成
７
年
に
は
同
館
を
開

館
さ
せ
、
平
成
18
年
同
博
物
館

主
任
学
芸
員
と
し
て
勤
務
し
ま

し
た
。
平
成
22
年
に
は
、
東
京

農
業
大
学
教
職
・
学
術
情
報
課

程
・
同
大
学
「
食
と
農
」
の
博

物
館
教
授
と
し
て
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

研
究
面
で
は
助
手
時
代
、
ア

ジ
ア
産
イ
ノ
シ
シ
の
血
液
型
研

究
に
従
事
し
、
旧
ソ
連
科
学
ア

カ
デ
ミ
ー
のTikhonov

博
士

の
招
待
で
大
陸
イ
ノ
シ
シ
の
研

究
、
さ
ら
に
博
物
館
に
勤
務
し

て
か
ら
は
牛
の
飼
養
文
化
論
の

調
査
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
最

近
で
は
広
島
大
学
大
学
院
生
に

イ
ノ
シ
シ
の
遺
伝
学
的
研
究
の

指
導
を
行
い
、
毎
年
、
い
く
つ

か
の
学
会
で
最
優
秀
発
表
賞
を

受
け
、
計
６
回
の
受
賞
に
つ
な

げ
て
い
ま
す
。
教
育
面
で
は
、

学
生
や
卒
業
生
の
博
物
館
・
動

植
物
園
へ
の
就
職
に
力
を
注
が

れ
、
そ
の
就
職
率
は
全
国
ト
ッ

プ
を
誇
り
ま
す
。
ま
た
、
農
友

会
活
動
へ
も
ご
尽
力
な
さ
り
、

華
道
部
部
長
も
務
め
ま
し
た
。
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東
京
農
業
大
学
は
、
平
成
26
年

12
月
に
世
界
遺
産
・
富
岡
製
糸
場

の
あ
る
群
馬
県
富
岡
市
と
相
互

に
協
力
し
連
携
・
交
流
を
推
進
す

る
た
め
に
協
定
を
締
結
し
た
。
長

年
、
富
岡
市
を
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
、
繭
や
桑
に
関
す
る
研
究
を

行
い
、
連
携
協
定
の
橋
渡
し
役
と

な
っ
た
農
学
部
デ
ザ
イ
ン
農
学
科

の
長
島
孝
行
教
授
は
、
富
岡
製
糸

場
お
よ
び
そ
の
周
辺
遺
産
群
が
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
の
を
受
け

て
、
富
岡
市
の
世
界
遺
産
登
録
に

伴
う
レ
ガ
シ
ー
を
作
り
上
げ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

富
岡
製
糸
場
は
、
国
内
の
み
な

ら
ず
海
外
か
ら
も
多
く
の
観
光
客

を
呼
び
寄
せ
て
い
る
。
長
島
教
授

は
言
う
。「
富
岡
製
糸
場
は
、
最

後
の
農
の
世
界
遺
産
と
い
わ
れ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
、
周
辺
に
農
の

　

東
京
農
業
大
学
は
、
平
成
31
年

１
月
31
日
、福
島
県
浪
江
町
と「
農

業
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
」
を

締
結
し
た
。
本
協
定
の
活
動
内
容

は
①
農
業
の
担
い
手
お
よ
び
農
業

経
営
者
育
成
に
関
す
る
事
項
②
農

業
の
早
期
復
旧
・
復
興
・〝
新
興
〟

に
関
わ
る
事
項
③
農
業
を
通
じ
た

地
域
〝
新
興
〟
に
関
わ
る
事
項
④

そ
の
他
農
業
に
関
し
必
要
な
事
項

が
主
な
柱
。
一
般
的
な
「
振
興
」

で
は
な
く
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

意
味
を
込
め
〝
新
興
〟
と
し
て
い

る
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
本
学
の
総
合

研
究
所
は
、
東
日
本
大
震
災
お
よ

び
原
子
力
災
害
に
よ
っ
て
失
わ
れ

た
浜
通
り
地
域
な
ど
の
産
業
を
回

復
す
る
た
め
に
当
該
地
域
の
新
た

な
産
業
基
盤
の
構
築
を
目
指
す
国

家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
大
学
等
の
復

興
知
を
活
用
し
た
福
島
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
促
進
事

業
」
に
採
択
さ
れ
、「
浪
江
町
に

風
景
が
乏
し
い
。
訪
れ
た
人
た
ち

に
農
文
化
の
風
景
や
イ
メ
ー
ジ
を

感
じ
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
」。
ま

た
、「
産
業
遺
産
と
し
て
の
価
値

は
、
蚕
糸
業
の

シ
ス
テ
ム
が
生

き
続
け
て
い
る

こ
と
に
あ
る
。

お
け
る
農
業

〝
新
興
〟
に
向

け
た
取
り
組
み

～
担
い
手
育
成

に
向
け
て
～
」
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

１
年
目
の
主
な
活
動
と
し
て

は
、
浪
江
町
で
の
稲
刈
り
体
験
や

現
地
視
察
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

実
施
に
よ
る
営
農
再
開
に
向
け
た

養
蚕
農
家
が
誇
り
を
も
っ
て
カ
イ

コ
の
生
育
に
励
み
、
桑
園
が
広

が
っ
て
い
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
ろ

う
」
と
話
す
。

課
題
の
把
握
で
あ
る
。
本
学
学
生

延
べ
54
人
が
地
元
の
農
業
者
と
の

交
流
・
対
話
を
行
い
、
農
業
の
営

農
再
開
・
復
興
に
向
け
た
課
題
の

共
有
と
新
た
な
〝
新
興
〟
策
に
つ

い
て
提
案
を
行
う
こ
と
が
で
き

　

絹
文
化
を
中
核
と
し
つ
つ
も
、

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
持
た
せ
た
地

域
づ
く
り
が
重
要
と
考
え
る
長
島

教
授
は
、
富
岡
市
に
お
け
る
特
産

品
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
「
作
っ
て
よ
し
、
買
っ

て
よ
し
、
地
域
社
会
も
よ
し
」

と
い
う
「
三
方
よ
し
」
の
精

神
で
住
民
合
意
を
得
て
、
地

域
社
会
に
還
元
さ
れ
る
特
産

品
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
ま
で
に
開
発
し
た
商
品

は
、
地
域
の
桑
園
（
富
岡
市

民
桑
園
）
で
作
っ
た
桑
葉
を

入
れ
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、

パ
ス
タ
、
ケ
ー
キ
な
ど
。
そ

の
他
に
も
、
鉄
分
、
カ
ル
シ

ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富

た
。

　

具
体
的
に
は
、
浪
江
町
に

お
い
て
基
幹
農
業
の
一
つ
で

あ
る
稲
作
農
業
の
現
場
で
の

体
験
と
意
見
交
換
、
新
規
就

農
し
た
農
業
者
（
花
き
栽

培
）
の
現
地
視
察
と
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、
営

農
再
開
に
必
要
な
技
術
的
課

題
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は

学
生
・
教
員
・
町
職
員
・
地

元
農
業
者
で
６
班
を
作
り
、

浪
江
町
の
農
業
の
課
題
解
決

策
と
大
学
生
と
し
て
ど
の
よ
う
な

農
業
を
や
っ
て
み
た
い
か
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
で

学
生
視
点
で
の
自
由
な
発
想
か
ら

提
案
を
行
い
、
地
元
農
業
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る

大学が締結した連携協定 （平成30年10月以降）      

●日本郵便株式会社（東京都、10月12日）
●横浜市環境創造局（神奈川県、10月22日）
●ミャンマー連邦共和国カレン州政府・公益財団法人
　日本財団（カレン州・東京都、10月23日）
●霧島ガストロノミー推進協議会（鹿児島県、10月23日）
●株式会社横浜銀行（神奈川県、10月29日）
●厚木市農業協同組合（神奈川県、11月７日）
●相馬市（福島県、12月20日）
●独立行政法人製品評価技術基盤機構（東京都、１月９日） 
●日清製粉グループ本社（東京都、１月28日） 
●浪江町（福島県、１月31日）
●ＪＡ東京中央会・日本ユニシス（東京都、２月１日）
●株式会社久原家本家グループ本社（福岡県、2月13日）
●國學院大學（東京都、２月21日）
●青山学院大学（東京都、２月25日）
●阿見町（茨城県、３月18日）
●山都町（熊本県、３月27日）

な
桑
の
実
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

ド
リ
ン
ク
、
手
作
り
シ
ル
ク
石
鹸

（
せ
っ
け
ん
）、
く
ず
繭
や
く
ず
糸

を
溶
解
し
て
用
い
た
石
鹸
な
ど
が

あ
る
。

　

富
岡
産
桑
を

軸
に
商
品
に
バ

リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
持
た
せ
る
こ
と
で
、
消
費
者

の
購
入
意
欲
を
か
き
立
て
る
狙
い

だ
。
ま
た
、
海
外
か
ら
の
観
光
客

に
も
日
本
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
と
い
う
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

　

30
年
３
月
11
日
、
富
岡
駅
前
で

農
大
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
。
院
生
、

学
生
に
加
え
、
地
元
富
岡
実
業
高

校
の
生
徒
や
地
元
企
業
２
社
が
市

内
３
会
場
（
駅
前
広
場
、
富
岡
公

民
館
、城
町
通
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
）

の
各
ブ
ー
ス
に
分
か
れ
、
開
発
し

た
商
品
で
あ
る
シ
ル
ク
化
粧
品
、

こ
と
が
で
き
た
。

　

さ
ら
に
は
、
東
京
都
内
に
お
い

て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
福
島
県
浪

江
町
に
お
け
る
農
業
〝
新
興
〟
に

向
け
た
取
り
組
み
～
担
い
手
育
成

に
向
け
て
～
」
を
開
催
し
、
浪
江

町
復
興
有
識
者
会
議
委
員
を
務

め
た
関
満
博
氏
（
一
橋
大
学
名
誉

教
授
）
に
よ
る
基
調
講
演
「
浪
江

の
ま
ち
づ
く
り
と
産
業
復
興
」
を

は
じ
め
と
し
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
新
た
な
産

業
と
し
て
の
農
業
〝
新
興
〟
に
向

け
て
何
を
す
べ
き
な
の
か
、
福
島

県
沿
岸
部
支
援

に
携
わ
る
有
識

者
を
交
え
て
議

論
を
深
め
、
か

つ
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
本
事
業
で
は
仙
台
市

に
拠
点
を
置
く
農
業
生
産
法
人
㈱

舞
台
フ
ァ
ー
ム
と
連
携
し
て
、
現

地
で
の
農
業
実
習
に
関
す
る
技
術

的
サ
ポ
ー
ト
を
得
て
い
る
こ
と
も

シ
ル
ク
石
鹸
、
シ
ル
ク
サ
プ
リ
メ

ン
ト
、
桑
カ
ス
テ
ラ
、
桑
入
り
ピ

ザ
な
ど
富
岡
ら
し
い
新
製
品
の
説

明
を
行
っ
た
。
ま
た
、
東
京
農
大

の
学
生
に
よ
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
シ
ル
ク
美
容
液
の
作
り
方
教

室
を
開
催
し
た
。
近
年
の
研
究
に

よ
り
、
そ
の
機
能
性
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
た
「
シ
ル
ク
フ
ィ
プ
ロ

イ
ン
」
と
「
食
用
桑
」
を
軸
に
、

富
岡
市
民
に
向
け
、
新
し
い
富
岡

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
、
新
し
い
養
蚕

業
（
第
２
次
養
蚕
業
）
の
取
り
組

み
を
広
く
周
知
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

今
後
さ
ら
に
、
東
京
農
大
の
ノ

ウ
ハ
ウ
が
、
製
糸
や
絹
へ
の
興
味

を
深
め
、
地
域
活
性
化
に
生
か

さ
れ
る
こ
と
、
富
岡
製
糸
場
の
魅

力
・
価
値
の
維
持
・
充
実
に
活
用

さ
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

特
徴
的
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
浪
江
町
の
主
産
業
で

あ
る
農
業
の
復
興
を
可
能
な
限
り

早
め
、
新
規
就
農
者
の
定
着
を
加

速
化
し
、
さ
ら
に
は
６
次
産
業
化

な
ど
新
し
い
形
の
産
業
と
し
て
の

農
業
を
創
造
す
る
こ
と
で
、
地
域

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

役立つ機能発揮へ締
結
団
体
参
加
し

2
回
目
の
交
流
会

地域に根付く

進
む
産
官
学
の
連
携
協
定

群馬県富岡市福島県浪江町

桑を使用した和菓子を紹介する長島教授（30年3
月11日、富岡市で開催した農大マルシェで）

浪江町の農業の課題解決などを話し合ったワーク
ショップ

農大生によるシルク美容液の作り方教室（同上）新規参入就農した農業者の花き栽培を見学する
農大生ら

　

東
京
農
業
大
学
は
平
成
30
年

12
月
7
日
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
で
「
２
０
１
８
産
官
学
意
見

交
流
会
」
を
開
い
た
。
本
学
と

連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
自

治
体
や
Ｊ
Ａ
・
企
業
の
担
当
者

80
人
が
参
加
し
、
地
域
活
性
化

の
た
め
の
人
材
育
成
・
連
携
の

あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

ま
た
、
地
域
づ
く
り
に
求
め
ら

れ
る
視
点
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
の

重
要
さ
、
産
官
学
そ
れ
ぞ
れ
の

在
り
方
に
つ
い
て
認
識
を
深
め

た
。

　

意
見
交
流
会
は
17
年
に
続
き

２
回
目
。
総
合
研

究
所
と
の
共
催
。

髙
野
克
己
学
長
は
主

催
者
と
し
て
「
大
学

と
企
業
・
自
治
体
と

結
ん
で
い
る
連
携
協

定
は
、
研
究
課
題
を

教
育
を
通
し
て
解
決

し
て
い
く
こ
と
が
狙

い
だ
。
大
学
が
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し

て
役
割
を
担
っ
て
い

け
る
よ
う
、
機
能
を

強
化
し
た
い
」
と
述

べ
た
。
新
部
昭
夫
副

学
長
は
「
地
域
創
生

活
動
や
地
域
活
性
化
に
何
が
必

要
な
の
か
。
展
望
が
開
け
る
よ

う
な
交
流
会
に
し
た
い
」
と
強

調
し
た
。

　

来
賓
の
椎
川
忍
地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
理
事
長
は
「
地
域
活

性
化
の
た
め
に
人
材
育
成
を
し

て
い
る
自
治
体
は
多
い
。
自
分

た
ち
の
知
ら
な
い
世
界
に
飛
び

込
み
『
知
の
探
索
』
を
し
、
人

や
地
域
を
横
に
結
び
付
け
て
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、
課

題
を
解
決
で
き
る『
横
串
人
材
』

の
育
成
が
産
学
官
に
求
め
ら
れ

て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

基
調
講
演
は
農
大
生
物
産
業

学
部
の
木
村
俊
昭
教
授
が
「
地

域
創
生　

産
官
学
連
携
の
本

質
」
と
題
し
て
行
っ
た
。
事
例

発
表
で
は
、静
岡
県
富
士
宮
市
、

化
粧
品
会
社
の
ア
ル
ビ
オ
ン
が

発
表
。
富
士
宮
市
は
牛
ふ
ん
処

理
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
ア
ル

ビ
オ
ン
は
食
香
粧
化
学
科
と
連

携
し
て
研
究
・
開
発
し
て
い
る

と
話
し
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
自
治
体
、
Ｊ
Ａ
、
企
業
21

団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組

み
を
発
表
し
、
活
発
に
意
見
交

換
し
た
。
ま
た
、
情
報
交
換
会

も
行
わ
れ
交
流
・
議
論
を
深
め

た
。

締
結
団
体
か
ら
８０
人
が
参
加
し
た

産
官
学
意
見
交
流
会

 

世
界
遺
産
核
に
町
づ
く
り

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
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自
然
資
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経
営
学
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教
授
　
菅
原
　
優

 

手
を
携
え
農
業
の〝
新
興
〟



 平成31年4月25日 （6）第125号

農の心を伝える収穫祭はおおにぎわい

　世田谷キャンパスでは、11月１日（木）から5
日（月）の5日間にわたり、創立127年東京農業
大学収穫祭が開かれた。「農の心を手渡す」とい
うテーマの下、農大関係者だけでなく地域の方々
の協力もあり、大いに盛り上がった。ここ数年休
憩スペースやダイコンチャリティー配布場所として
使用していたユリノキ広場が研究棟建設の影響
で使用できず、規模を縮小したものの、８万人を
超える人でにぎわった。
　模擬店・即売店には79団体が出店し、毎年好
評のみそや蜂蜜、野菜など多くの物が販売された。

１号館では文化学術展が行われ、研究室や農友会
各部などが数多く出展し、日頃の研究内容・活
動内容を発表した。桜丘アリーナで行われたス

テージ企画では、全年齢向けの企画を数多く行
い、誰でも楽しめるステージとなっていた。
　恒例のイベントとなっているダイコンチャリ
ティー配布では、計3000本のダイコンを提供し
た。このチャリティーで12万6417円が集まり、平
成30年7月豪雨災害被災地、北海道胆振東部地
震被災地への義援金として寄付した。また最終日
に行われた体育祭では、厚木キャンパスの学科を
含めた18学科が白熱した競技を繰り広げた。
　 今 年 の 収
穫 祭は10月
31日（木）か
ら11月4日（月）
の5日間にわ
たり開かれる。

　厚木キャンパス（農学部）の第19回収穫祭が
平成30年11月３日（土）、４日（日）の２日間、開催
された。今年のテーマは「希望芽吹く 農の祝祭」。
２日目は小雨がちらついたが、２日間で合計2万
6287人が来場。厚木市近隣住民をはじめ神奈
川県全域、県外からも多くの人が訪れ、例年より
３000人を超すにぎわいだった。
　講義棟内で行われた文化学術展では、各研究
室・農友会各部・同好会が農学部の特色を生か
した展示を行い、年配者から子どもまで、真剣に
見入っていた。
　模擬店では46団体、即売会は14団体が出展
し、多くの店で行列ができた。今年もバスロータ
リー下の畑で
は、学生が主
体 となり活
動したプ ロ
ジェクトチー
ムがダイコン
4 0 0 0 本 を
栽培し、来場者に「ダイコン収穫体験」を楽しん
でいただいた。隣の畑では毎年恒例の「親子限定

サツマイモ掘
り体験」も行
われ、家族み
んなで芋掘り
を楽しんでい
た。また、牛
やカブトムシ

の「巨大わらアート」を設置し、多くの来場者が写
真を撮っていた。
　手作り感満載の収穫祭は、本年度も多くの来
場者を楽しませた。近隣住民は毎年、東京農業
大学の収穫祭を楽しみにしており、10月に入る
とたびたび大学に問い合わせがあるほどで、厚
木市にとっても恒例の行事となっている。“厚木
に農学部あり”と皆さま方から親しまれるように
なったことがうかがえる。
　今年の収穫祭は11月２日（土）、３日（日）の２
日間開催される。校友の皆さんも、ぜひ厚木キャ
ンパスの収穫祭に足をお運びいただきたい。

　学生たち最大のイベントである、オホーツク収
穫祭が平成30年10月６日（土）～８日（月）の日
程で生物産業学部開学30周年を記念して盛大

に開催された。今年の統一テーマは「農力～our 
abilities～」。北海道オホーツクキャンパスの学
生たちが持っている個性豊かな能力（農力）を最
大限に発揮し、節目となる収穫祭を盛り上げよう
と掲げたテーマ。本祭初日の７日は、台風25号
の影響により、模擬店や農大マルシェ（収穫祭と
併催）など屋外で実施するイベントが一部中止と
なったが、３日間で約９０００人の方にご来場いた
だき盛り上がった。「地域との協働」を掲げてい
る北海道オホーツクキャンパスでは、収穫祭にお
いても地域の方が参加できる特色あるイベント
を今年も多数企画。農大マルシェ、少年野球大会、
サケつかみ体験、よさこい踊りなどなど。
　最終日は体育館での閉会式を終え、雨が降る
中フィナーレを飾る打ち上げ花火とキャンプファ
イヤーの会場へ
向かうと、これ
まで 半 年にわ
たり頑張って準
備してきた各本
部の学生たち
をねぎらうかの
ように雨がやん
だ。オホーツクの夜空に咲く花火を見た後、多く
の参加者がファイヤーを囲んで青山ほとり（大根
おどり）を記念となる30周踊った。最後まで学生・
教職員・地域が一体となった収穫祭だった。
　今年の収穫祭は10月13日（日）、14日（月）の２
日間開催される。夜の正門装飾

収穫祭のトリは打ち上げ花火

学生と地域の皆さんで賑わう模擬店

大盛況の模擬店・即売店

厚木キャンパス 北海道オホーツクキャンパス

地域の協力で大盛況 〝農学部ここにあり〟 学部の30周年を記念
世田谷キャンパス

企
画
展
示

れ
て
な
い
。
つ
ま
り
キ
ャ

ン
パ
ス
は
博
物
館
と
い
う

機
能
を
も
備
え
て
い
る
。

　

本
展
で
は
長
年
に
わ
た

り
「
植
物
園—

厚
木
キ
ャ

ン
パ
ス
」
に
携
わ
り
、
四

季
折
々
の
植
物
た
ち
を
通

し
て
同
園
を
見
詰
め
て
き

た
伊
藤
健
氏
の
多
く
の
記

録
写
真
を
紹
介
し
、「
植

物
園
―
厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
」

の
過
去
・
現
在
・
未
来
を

考
え
る
。

○
会
期
：
10
月
24
日
（
木
）

～
２
０
２
０
年
４
月
15
日

（
水
）

「
卒
業
生
の
蔵
元
紹
介

コ
ー
ナ
ー
」
会
員
蔵
元
の

試
飲
フ
ェ
ア

○
日
時
：
６
月
22
日
（
土
）

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
発
表

の
か
、
を
展
示
物
や
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
紹
介
す
る
。

○
会
期
：
４
月
25
日
（
木
）

～
８
月
５
日
（
月
）

「
ロ
シ
ア
の
自
然
―
極
東

ロ
シ
ア
の
生
物
多
様
性

―
」（
仮
称
）

　

ロ
シ
ア
の
政
府
機
関
で

あ
る
ク
ロ
ノ
ツ
キ
イ
自
然

保
護
区
は
、
ロ
シ
ア
で

も
っ
と
も
歴
史
あ
る
自
然

保
護
区
で
あ
る
。
ロ
シ

ア
、
特
に
極
東
地
域
の
優

れ
た
景
観
と
生
物
多
様
性

を
誇
る
国
立
自
然
公
園
と

自
然
護
区
を
、
多
数
の
美

し
い
写
真
パ
ネ
ル
で
紹
介

す
る
。

○
会
期
：
８
月
23
日
（
金
）

～
10
月
14
日
（
月
）

伊
藤
健
写
真
展
「
植
物
園

―
厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
の
植

物
た
ち
ー
」

　

厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体

が
博
物
館
法
に
よ
る
博
物

館
相
当
施
設
の
植
物
園
で

あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら

「
農
芸
化
学
の
始
ま
り
か

ら
未
来
ま
で
―
化
学
と
バ

イ
オ
で「
食
」を
創
り
、「
生

き
る
」
を
支
え
る
―
」

　
「
農
芸
化
学
科
」
と
い

う
学
科
名
称
が
日
本
の
大

学
か
ら
消
え
て
久
し
い

が
、
化
学
的
根
拠
に
基
づ

い
て
農
・
食
・
生
活
に
関

わ
る
新
技
術
を
生
み
出
し

続
け
る
学
問
分
野
を
表
す

日
本
語
と
し
て
は
「
農
芸

化
学
」
が
最
も
ふ
さ
わ
し

い
。
そ
の
農
芸
化
学
を
改

め
て
広
く
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
企
画
展
を
行
う
。

　

約
１
５
０
年
前
の
農
芸

化
学
黎
明
（
れ
い
め
い
）

期
の
業
績
が
ど
の
よ
う
に

日
本
の
発
展
を
支
え
て
き

た
か
、
現
在
の
農
芸
化
学

が
ど
の
よ
う
な
化
学
的
知

識
・
技
術
に
基
づ
い
て
わ

れ
わ
れ
の
生
活
を
豊
か
に

し
て
い
る
の
か
、
さ
ら
に

こ
れ
か
ら
農
芸
化
学
は
ど

の
よ
う
に
発
展
し
て
い
く

こ
れ
か
ら
の
展
示

そ
の
他
の
催
事

Ｎ
E
Ｗ
Ｓ

　

３
月
19
日
、
博
物
館

２
階
に
本
学
の
前
身

「
東
京
高
等
農
学
校
」

初
代
校
長
で
「
日
本
の

博
物
館
の
父
」
と
称
さ

れ
る
田
中
芳
男
先
生
の

胸
像
を
設
置
し
、
そ
の

除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

ダイコン収穫体験

巨大わらアート
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本
州
、
四
国
、
九
州
を
代
表

す
る
森
林
性
の
大
型
哺
乳
類
と

し
て
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
（
九
州

か
ら
は
１
９
５
０
年
代
に
絶

滅
）、
サ
ル
、
カ
モ
シ
カ
、
イ

ノ
シ
シ
、シ
カ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

い
ず
れ
の
種
も
、
農
林
水
産
業

被
害
や
人
身
事
故
と
い
っ
た
、

人
と
の
あ
つ
れ
き
を
起
こ
す
点

で
共
通
し
て
お
り
、
そ
の
せ
め

ぎ
合
い
は
近
世
か
ら
絶
え
る
こ

と
な
く
続
い
て
い
る
。
特
に
こ

の
数
十
年
は
、
里
山
（
中
山
間

地
域
）
で
の
過
疎
や
高
齢
化
に

よ
る
地
域
か
ら
の
活
性
の
喪
失

が
、
野
生
動
物
の
攻
勢
を
強
め

る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
森
林
を
地
域
の
人
々
が
利

用
し
な
く
な
っ
た
り
、
耕
作
放

棄
地
が
増
え
た
り
し
た
結
果
、

野
生
動
物
の
生
息
に
好
適
な
環

境
が
増
加
し
て
拍
車
を
か
け
て

い
る
。

　

現
在
、
本
州
以
南
で
の
シ
カ

の
生
息
頭
数
は
約
２
０
０
万

頭
、
イ
ノ
シ
シ
は
約
90
万
頭
と

推
定
さ
れ
る
。
行
政
は
、
そ
れ

ら
動
物
に
よ
る
あ
つ
れ
き
軽
減

を
狙
っ
て
個
体
数
の
半
減
計
画

を
推
進
し
て
い
る
が
、
捕
獲
の

担
い
手
の
決
定
的
な
不
足
も
あ

り
、
目
標
を
達
成
で
き
る
か
は

微
妙
な
状
況
に
あ
る
。
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
に
よ
る
人
身
事
故
や
農

林
業
被
害
、
サ
ル
に
よ
る
耕
作

地
へ
の
度
重
な
る
出
没
も
大
き

な
社
会
的
問
題
と
し
て
捉
え
ら

れ
て
い
る
。

　

宮
城
県
南
端
か
ら
、
福
島
県

の
浜
通
り
を
経
て
茨
城
県
北
部

に
連
な
る
阿
武
隈
山
地
に
も
、

大
型
哺
乳
類
は
生
息
す
る
。
イ

ノ
シ
シ
、
サ
ル
、
カ
モ
シ
カ
が

生
息
種
だ
が
、
近
年
は
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
の
再
分
布
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。
幸
い
な
こ
と
に
、
シ

カ
は
ま
だ
定
着
し
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
福
島
第
一
原
発
の

事
故
に
よ
る
大
量
の
放
射
性
物

の
除
染
は
、
行
政
も
手
を
付
け

ら
れ
な
い
現
状
か
ら
考
え
、
森

林
を
ソ
ー
ス
と
し
た
、
野
生
動

物
の
数
や
分
布
域
の
増
加
、
さ

ら
に
は
森
林
辺
縁
部
へ
の
侵
出

が
今
後
の
懸
念
で
あ
る
。

　

現
在
、
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら

れ
て
い
る
居
住
地
や
耕
作
地
の

除
染
作
業
に
よ
り
、
今
後
人
々

が
浜
通
り
に
戻
っ
て
く
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
中
で
、
野
生
動

物
問
題
を
看
過
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
せ
っ
か
く
の
地
域
復

興
に
、
障
害
と
な
っ
て
立
ち
は

だ
か
る
可
能
性
が
大
き
い
か
ら

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
29

年
の
後
半
か
ら
、
阿
武
隈
山
地

質
の
フ
ォ
ー

ル
ア
ウ
ト
に

よ
り
、
平
成

23
年
の
事
故

か
ら
長
い
時

間
が
た
っ
た

現
在
で
も
、

阿
武
隈
山
地

の
広
い
範
囲

が
帰
還
困
難

地
域
に
指
定

さ
れ
、
人
々
の
生
活
や
生
産
活

動
が
制
限
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ

に
、
本
州
以
南
で
起
こ
っ
て
い

る
、
里
山
地
域
か
ら
の
人
の
撤

退
、
新
た
な
野
生
動
物
の
好
適

な
生
息
環
境
の
創
成
が
、
よ
り

大
き
な
規
模
で
、
し
か
も
急
速

に
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
地
域
と

言
え
る
。

　

森
林
内
か
ら
の
放
射
性
物
質

復
興
の
障
害
に
な
ら
な
い
た
め
に

阿
武
隈
山
地
の
野
生
動
物
た
ち
の
動
向

　
　
地
域
環
境
科
学
部
　
森
林
総
合
科
学
科
　
教
授
　
山
﨑
晃
司

阿
武
隈
山
地
で

心
配
さ
れ
る
こ
と

阿
武
隈
山
地
の
野
生
動
物
の

現
状
を
調
べ
る

深
刻
化
す
る
野
生
動
物

と
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル

に
お
い
て
森
林
性
野
生
動
物
の

生
息
動
態
把
握
調
査
を
開
始
し

た
。
農
大
森
林
総
合
科
学
科
森

林
生
態
学
研
究
室
の
教
員
と
大

学
院
生
（
鈴
木
郁
子
さ
ん
）、
福

島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
と
の

協
働
で
あ
る
。
人
員
と
研
究
予

算
の
関
係
か
ら
、
阿
武
隈
山
地

の
全
て
は
網
羅
で
き
な
い
た
め
、

北
東
部
の
約
８
０
０
平
方
㌔
を

対
象
と
し
た
。
対
象
地
域
を
５

×
５
㌔
の
グ
リ
ッ
ド
に
分
け
、

そ
れ
ら
す
べ
て
の
グ
リ
ッ
ド
内

の
広
葉
樹
林
帯
に
、
赤
外
線
に

よ
る
24
時
間
自
動
撮
影
可
能
な

無
人
カ
メ
ラ
を
仕
掛
け
た
。

　

イ
ノ
シ
シ
、
サ
ル
は
、
す
で

に
国
立
環
境
研
究
所
や
中
央
農

業
研
究
所
な
ど
の
国
の
研
究
機

関
が
一
部
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

開
始
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

誰
も
手
を
付
け
て
い
な
い
、
ツ

キ
ノ
ワ
グ
マ
の
生
息
動
向
把
握

に
主
眼
を
置
い
た
。
誘
引
物
と

し
て
蜂
蜜
な
ど
を
用
い
、
ク

マ
の
体
毛
を
非
侵
襲
的
に
採
取

で
き
る
工
夫
を
行
い
、
遺
伝
解

析
に
よ
る
ク
マ
の
出
自
（
ど
こ

の
地
域
か
ら
阿
武
隈
に
来
た
の

か
）
の
分
析
と
生
息
個
体
数
推

定
を
目
指
し
た
。

　

実
際
に
は
無
人
カ
メ
ラ
設
置

地
点
の
選
定
と
、
国
有
林
利

用
許
可
を
得
る
た
め
に
約
1

年
間
を
費
や
し
、
現
地
調
査
の

ス
タ
ー
ト
は
、
30
年
夏
に
ず
れ

こ
ん
だ
。
無
人
カ
メ
ラ
を
設
置

し
た
計
32
グ
リ
ッ
ド
の
見
回
り

は
、
２
週
間
に
一
回
の
頻
度
で

３
日
間
ほ
ど
か
け
て
行
っ
た
。

　

カ
メ
ラ
設
置
は
30
年
７
月
下

旬
か
ら
12
月
下
旬
の
約
５
カ
月

間
で
あ
っ
た
。
カ
メ
ラ
の
延
べ

稼
働
日
数
は
約
４
４
０
０
日
間

で
、
２
万
５
０
０
０
件
以
上
の

計
11
種
類
の
哺
乳
動
物
が
撮
影

さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
６
０
０
件

が
大
型
哺
乳
類
で
、
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
、
カ
モ
シ
カ
、
サ
ル
、
イ

ノ
シ
シ
が
撮
影
さ
れ
た
。
た
だ

し
、
カ
メ
ラ
設
置
開
始
時
期
が

7
月
下
旬
と
な
り
、
ク
マ
の

誘
引
に
好
適
な
春
か
ら
初
夏
を

逃
し
た
こ
と
と
、
そ
も
そ
も
ク

マ
の
生
息
頭
数
が
低
い
可
能
性

も
あ
り
、
ク
マ
は
全
期
間
を
通

し
て
1
回
撮
影
さ
れ
た
に
と
ど

ま
っ
た
。
今
回
は
解
析
の
対
象

と
は
な
り
得
ず
、
残
念
な
結
果

と
な
っ
た
。

　

ク
マ
以
外
の
大
型
哺
乳
類
に

つ
い
て
は
、
デ
ー
タ
を
モ
デ
ル

解
析
し
た
と
こ
ろ
、
興
味
深
い

知
見
が
得
ら
れ
て
き
て
い
る
。

イ
ノ
シ
シ
は
、
帰
還
困
難
地
域

内
で
特
に
出
現
が
目
立
っ
た
。

こ
れ
は
、
帰
還
困
難
地
域
外
で

の
捕
獲
事
業
が
功
を
奏
し
て
い

る
結
果
を
示
す
一
方
で
、
帰
還

困
難
地
域
内
が
ソ
ー
ス
と
な
っ

て
今
後
そ
の
外
側
に
個
体
を
供

給
す
る
可
能
性
を
示
し
た
。
帰

還
困
難
地
域
内
で
の
計
画
的
な

捕
獲
作
業
が
課
題
で
あ
る
。
サ

ル
は
、
イ
ノ
シ
シ
と
は
逆
に
、

帰
還
困
難
地
域
外
で
多
か
っ

た
。
こ
れ
は
、
帰
還
し
た
人
々

が
栽
培
す
る
農
作
物
な
ど
に
依

存
を
始
め
た
可
能
性
を
示
し

た
。
帰
還
困
難
区
域
周
辺
部
で

の
サ
ル
の
管
理
が
喫
緊
と
い
え

よ
う
。
カ
モ
シ
カ
は
、
よ
り
低

標
高
地
で
出
現
が
目
立
っ
た
。

阿
武
隈
に
は
シ
カ
が
分
布
し
な

い
た
め
種
間
の
競
合
が
な
く
、

ま
た
里
山
で
の
人
間
活
動
が
低

い
た
め
、
分
布
範
囲
を
下
げ
て

き
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

今
後
の
農
林
業
へ
の
影
響
が
心

配
さ
れ
、
注
意
深
い
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
が
求
め
ら
れ
る
。

　

調
査
は
31
年
以
降
も
継
続
す

る
予
定
で
あ
る
。
さ
ら
な
る
情

報
の
蓄
積
に
務
め
、
阿
武
隈
地

域
で
の
野
生
動
物
管
理
の
基
礎

情
報
と
し
て
関
連
行
政
に
提
供

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

東日本支援
プロジェクト

私たちが生きるためには食料が必要で
す。しかしながら農業、畜産、水産などの
生物産業で生産された食料資源も、その
ままでは時間と共に腐敗や品質変化を起
こしてしまい、結果として貴重な資源を十
分に利用できず、フードロスの原因になり
ます。さまざまな資源を真に有効に活用
し、おいしく安全で健康的な食料および
食品を作り出すための研究が求められて
います。
食品原材料の不思議に
酵素化学的アプローチで挑戦
食品に関する研究は、加工の立場から

安定的な品質、安全性、３次機能性など
を対象とします。品質の安定化について
はさまざまな研究者が取り組み、多くの知
見が得られていますが、その研究は食材
や加工品の成分分析を主としています。
しかし、食品の原材料が生物由来である
ため、その成分変化はその生物の内在す
る物質によることが考えられています。当
研究室では、食品原材料に対して酵素化
学的にアプローチする研究を進めていま
す。例えば、米の貯蔵性に関わる米ぬか
中の脂質分解酵素による分解機構、ジャ
ガイモの粉質系および粘質系に関わる細
胞壁分解酵素の作用機序、お米の炊飯過
程中におけるご飯の粘り形成に関わるで
んぷん分解酵素、およびご飯の柔らかさ
やもちもち感に関わる細胞壁分解酵素の

影響要因、
製パン性や
製麺性に関
わるタンパ
ク質架橋酵
素の作用機
序などを明
らかにして
きました。

食品づくりを分子レベルで理解する
食品は生物のさまざまな構成分子の集

合体であり、それが直接または間接的に
加工過程において互いに関与し、品質が
大きく変化します。そのため、食品の主要
構成成分であるタンパク質および糖質が
どの加工過程でどのような変化を起こし
ているのか、事象ごとに生物的、化学的、

応用生物科学部 農芸化学科 食料資源理化学研究室

教 授  辻井 良政

食品づくりの原理と
おいしさを分子の視点で
解明する研究

36

  食品の味覚や品質の分析に
  ガスクロマトグラフ質量分析

生化学的視点から分子レベルで理解す
ることを目指し研究を進めています。ヨー
グルトやチーズの品質に関わる乳タンパ
ク質の構造特性の解明、ヤマイモのとろ
ろの粘性に関わる多糖および糖タンパク
質の構造解析、製パン性および製麺性に
おける小麦粉タンパク質の分子間相互作
用解析、豆腐や湯葉の品質に関わる大豆
タンパク質の分子間相互作用解析など、
テーマは多岐にわたります。
「農大ブランド食品」の開発と実用化を研究
　現在は、総合研究所の学部長主導型
研究プロジェクトとして、『「栄養強化米」
の開発と実
用 化 の 研
究』を進め、
微量ミネラ
ルや玄米由
来の機能性
成分を高蓄
積する栄養
強化米の開
発を目指し
ています。栄養強化米を原料とする加工
食品、発酵食品、保存食、飼料といった多
様な製品開発まで見据えており、生活習
慣病や鉄欠乏性貧血の予防および改善
に効果がある東京農大ブランド製品とし
て広く社会貢献に役立てられるよう研究
を進めています。
今後も、限りある食料資源を有効に活

用するため、食品原材料の持つ特性を科
学的視点で分子レベルから研究し、食品
成分の化学的変化や内在性酵素の作用
が原材料の貯蔵や食品の加工工程、保存
中に与える影響を詳細に明らかにするこ
とを目指し、ひいては、それら要因の制御
技術を見いだし、食品産業における効率
化および食品の高品質化に寄与していき
たいと考えています。

ご飯のおいしさを数値化する味度メーター

構造解析に有効な情報を得られる高分解能精密質量分析計

無人カメラの設置作業の様子

無人カメラにより
撮影されたカモシカ

こ
れ
ま
で
に

分
か
っ
て
き
た
こ
と

白
丸
が
調
査
地
点
、
灰
色
の
枠
内
が
調
査
範
囲
、

オ
レ
ン
ジ
色
が
帰
還
困
難
区
域
を
示
す
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野
早
希
子　

矢
野
正
貴　

矢

田
佐
智　

小
林
亜
純　

松
尾
大

地　

小
林
大
祐　

池
内
惇　

川

邉
哲
平　

北
山
浩
士　

三
宅
直

人【大
阪
府
】

金
田
真
司　

藤
田
健
一　

鶴
淳

二　

荒
木
元
明　

西
田
義
次　

上
村
英
登
司　

割
野
孝
太
朗

▽
支
部
総
会　

廣
瀬
昌
司　

林

成
光　

八
木
政
次　

千
葉
明
夫

上
村
英
登
司　

渡
辺
昭
夫　

西

田
義
次　

齋
藤
拓
也　

櫻
井
清

森
本
豊
秋　

割
野
孝
太
朗　

小

糸
真　

上
野
克
之　

青
山
宏　

西
村
雅
史　

稲
田
善
弘　

佐
々

木
洋
一　

藤
田
善
敬　

佐
々
木

直
人　

阪
口
昌
行　

田
中
国
士

松
尾
秀
昭　

大
下
浦
直
希　

橋

本
憲
治

【
兵
庫
県
】

大
石
貴
洋　

嘉
藤
清
直　

横
田

守　

国
賀
正
春　

井
出
康
平　

立
花
照
弘　

塚
本
惣
一
郎　

岡

本
鷹
司　

中
西
瞳　

菅
村
哲
也

畑
佐
直
樹　

佐
藤
直
樹　

寺
田

又
康　

椿
野
健
次　

小
寺
信
之

小
菅
健
司　

中
井
智
規　

梶
原

学　

石
井
宏
之　

豊
住
泰
久　

大
森
基
樹

【
奈
良
県
】

柿
坂
彌
壽
麿　

野
崎
浩
二

▽
支
部
総
会　

涌
田
和
宙　

樫

岡
健
弥　

柏
本
安
弘　

杉
本
義

衛　

橋
本
芳
廣　

倉
窪
努　

喜

多
良
和　

吉
岡
秀
一　

古
山
賢

治　

奥
中
孝
俊　

倉
窪
孝　

藤

熊
昇　

東
口
義
巳　

倉
本
嘉
文

宮
下
公
一　

井
上
成
康　

中
島

祥
之　

原
実　

金
山
浩
一　

東

田
中
英
之　

奥
中
俊
樹　

相
馬

友
一
郎　

井
上
博
文　

金
森
悠

関
口
彩　

常
盤
真
衣　

林
悠
太

【
和
歌
山
県
】

▽
支
部
役
員
会　

森
川
直
博　

芝
吉
信　

池
田
典
代　

河
野
孝

史　

澤
田
照
子　

林
祐
光　

大

浦
俊
一　

山
下
裕　

尾
隠
山
明

宏　

花
田
益
子　

阪
本
康
敬

▽
支
部
教
職
員
部
会　

岡
室
好

典　

楠
見
隆
功　

木
村
彰
吾　

山
本
俊
樹　

井
上
恵
和　

大
浦

俊
一　

水
野
哲
男　

辻
亮
輔　

奥
谷
芳
弘　

生
本
貴
大　

野
田

真
輝　

谷
晋
作

【
鳥
取
県
】

尾
崎
史
明　

森
田
尚
子　

柴
田

洋
司　

牧
田
政
人

【
島
根
県
】

吉
田
康
雄　

三
浦
和
成　

坂
根

重
治　

安
部
洋
一　

三
浦
兼
浩

山
崎
洋
平　

堀
江
康
輔

▽
支
部
総
会　

安
永
友
行　

石

田
栄
治　

小
野
甲
二　

桑
原
三

平　

柳
井
良
仁　

武
内
白　

野

村
博　

大
畑
整　

周
藤
康
令

▽
松
江
分
会
総
会　

松
本
政
義

木
戸
敬
二　

辻
原
理　

澤
江
邦

雄　

田
中
敬
一
郎　

松
本
秀
邦

門
脇
康
夫　

園
山
幸
雄　

山
本

善
万　

砂
流
潤
一　

野
津
朗　

目
次
俊
司　

佐
々
木
和
人　

周

藤
康
令　

長
岡
恒
夫

【
岡
山
県
】

秋
山
彩
花　

金
平
邦
男

▽
支
部
教
職
員
部
会　

赤
澤
猛

本
郷
繁
之　

小
見
山
昌
夫　

永

原
豊　

植
月
基
行　

植
月
亮
介

廣
田
耕
治　

川
口
雄
士
郎　

加

門
敏
弘　

光
石
正
和　

吉
村
惇

史　

安
東
厚
生　

高
橋
正
侑

▽
支
部
役
員
会　

赤
澤
猛　

井

原
敬
典　

祇
園
公
子　

井
上
敬

一　

廣
瀬
洋
一　

馬
場
深　

時

尾
博
之　

斉
藤
弘
道　

芦
田
淳

横
林
秀
樹　

實
村
文
昭　

奥
山

総
一
郎　

津
本
辰
己

▽
支
部
総
会　

赤
澤
猛　

横
林

秀
樹　

金
行
孝
雄　

芦
田
淳　

目
瀬
陽
介　

馬
場
深　

本
郷
繁

之　

大
野
豊　

広
瀬
た
き
江　

玉
木
正
夫　

祇
園
公
子　

永
原

豊　

横
田
稔　

石
井
秀
生　

時

尾
博
之　

宇
津
見
樹
相　

井
原

敬
典　

平
岡
栄　

奥
山
総
一
郎

橘
恭
一　

山
磨
孝
一　

福
井
通

昭　

内
田
守　

斉
藤
弘
道　

福

原
石
根　

高
橋
正
侑　

八
田
誠

廣
瀬
洋
一　

山
部
慎
一　

津
本

辰
己　

小
出
総
太
郎　

安
東
厚

生　

西
村
倫
仁　

渡
邉
英
気

【
広
島
県
】

繩
稚
康
雄　

吉
光
康
雄　

森
岡

清
雅　

森
岡
秀
太　

竹
重
博
樹

【
山
口
県
】

佐
伯
誠　

山
本
俊
夫　

高
嵜
達

生　

楠
本
繁　

中
村
正
彦　

末

岡
淳
一　

浜
田
好
生　

村
林
和

義　

永
松
幸
三　

岡
畠
斉　

田

村
勝
二　

野
村
和
彦　

松
下
基

正　

山
本
義
文　

那
須
勝
一　

内
田
主
税　

礒
金
竹
雄　

豊
島

勝
彦　

冨
田
康
史　

今
田
成
則

小
林
康
和　

平
岡
文
夫　

福
本

憲
史　

藤
田
洋
三　

金
子
秀
人

冨
永
雄
一
郎　

石
丸
章　

壱
岐

英
典　

村
田
哲
雄　

世
良
昇　

田
川
朝
典　

松
重
敦
雄　

岡
本

恭
明　

三
好
新
一
郎　

山
本
和

男　

河
村
章
寛　

嶋
田
亨
功　

堀
江
佳
夫　

阿
武
宏　

津
森
勝

則　

井
上
善
夫　

山
口
直
子　

冨
永
英
典　

木
村
泰
博　

廣
兼

淳
司　

中
村
孝　

田
中
健
一　

花
村
太
郎　

金
弘
鴻
太
郎　

村

上
圭
三　

福
嶋
宏
道　

義
満
謙

二　

高
嵜
達
生　

弘
岡
幸　

永

山
純
一
郎　

柳
原
鐵
生　

永
尾

孝
司　

松
原
薫　

伊
藤
勉　

白

松
英
明　

小
林
識
史　

小
林
翠

河
村
洋
亮　

大
谷
貴
敬　

原
田

亮
彦　

松
田
和
人　

三
井
秀
行

有
田
明
博　

鰐
石
征
記　

大
儀

順
子　

和
田
愛
一
郎　

山
根
崇

雄　

岡
川
則
昭　

勝
谷
雅
彦　

佐
々
木
弘
太
郎　

沖
原
力
哉　

岡
本
秀
一　

澄
田
嘉
之　

羽
嶋

元
希　

田
中
孝
雄　

吉
野
辰
生

田
中
隆
夫　

友
廣
祐
二　

佐
伯

誠　

寺
岡
恵　

藤
井
孝　

中
澤

勝
司　

和
﨑
正
経　

八
木
秀
生

清
水
浩
司　

義
嶋
毅　

士
藤
井

東　

廣
瀬
天
正　

藤
林
靖
之　

嶋
崎
日
出
夫　

守
田
宏
和　

木

村
晋　

福
永
光
世　

尾
山
皎　

金
子
恵
子　

冨
田
安
英　

清
木

伸
二　

徳
重
明
彦　

重
岡
俊
朗

長
嶺
良
二　

安
達
哲
司

▽
支
部
総
会　

古
谷
雅
彦　

岸

田
雅
洋　

冨
永
雄
一
郎　

義
満

謙
二　

田
中
隆
夫　

長
嶺
良
二

清
水
浩
司　

楠
本
繁　

山
本
俊

夫　

松
重
敦
雄　

木
村
泰
博　

佐
伯
誠　

山
本
敏
昭　

森
和
義

森
法
子　

岡
畠
斉　

井
上
善
夫

小
田
昌
宏　

村
田
満　

白
松
英

明　

義
嶋
毅
士　

今
田
成
則　

金
子
省
一　

西
山
宏
幸　

幸
坂

英
一
郎　

岡
本
秀
一　

松
永
伸

也　

村
田
一
朗　

岡
畠
康
太　

井
上
善
史　

伊
藤
昌
吾

【
徳
島
県
】

山
本
祐
三
郎　

久
保
素
弘

【
香
川
県
】

湊
和
孝　

十
河
土
志
夫

▽
支
部
総
会　

富
田
導　

國
宗

達
旦　

王
尾
敬　

大
森
薫
之　

高
笠
原
昭
男　

横
田
和
幸　

渡

邊
正
樹　

篠
原
繁
生　

齋
藤
勝

範　

溝
内
一
乘　

山
本
敏
一　

泉
川
祥
治　

早
瀬
文
昭　

竹
本

雅
晴　

十
河
土
志
夫　

近
藤
弥

田
中
昭
徳　

中
西
正
憲　

泉
保

創　

松
原
祥
平

【
愛
媛
県
】

藤
本
明
男　

小
野
山
量
大

【
高
知
県
】

横
山
正　

西
山
武

【
福
岡
県
】

牛
嶋
泰
樹　

高
坂
祐
一　

田
篭

利
公　

深
町
吉
秀　

橋
本
尚
典

奥
村
洋
明

【
佐
賀
県
】

古
川
繁
樹

▽
支
部
総
会　

出
席
者
有
志
一

同▽
青
春
寮
歌
祭　

古
川
繁
樹　

本
多
巨
邦　

江
頭
義
彦　

古
川

秀
一

▽
支
部
役
員
及
び
職
域
別
役
員

合
同
会
議　

石
橋
剛
児　

辻
川

賢
也　

古
川
繁
樹　

吉
岡
靖
博

阿
津
坂
剛　

山
田
豊　

挽
地
貞

哉　

北
原
努　

藤
永
伸
之　

深

瀬
信
博　

古
川
秀
一　

水
田
秀

徳　

濱
野
克
錦

【
長
崎
県
】

坪
内
良
平　

野
口
実
男　

松
本

成
明　

野
瀬
耕
一　

古
賀
勝
弘

横
山
省
三　

谷
口
幸
一　

前
川

忠
敏

▽
支
部
総
会　

支
部
一
同

【
熊
本
県
】

三
森
孝
一　

田
上
征
人　

今
村

渉　

奥
村
敏
明　

角
恵
介　

村

田
健　

西
山
公
英

【
大
分
県
】

高
橋
巌　

井
上
伸
史

【
宮
崎
県
】

▽
支
部
総
会　

出
席
者
一
同

【
鹿
児
島
県
】

西
郷
純
一　

大
迫
毅　

新
原
道

晃【沖
縄
県
】

加
賀
美
歩　

比
嘉
昌
晋　

支
部

有
志
（
13
名
）

【
パ
ラ
グ
ア
イ
】

合
田
義
雄

【
団
体
】

農
業
拓
殖
11
期
会
一
同

【
そ
の
他
】

小
池
福
子　

佐
々
木
勉

　東京農業大学校友会は、母校農大と一体となっ
て、陸上競技部の強化対策への支援の一助とする
ため、「箱根駅伝への道oneコイン募金」を昨年４
月からスタートしました。
　全国から寄せられた募金は平成31年３月末で
2,216件、517万4,477円となりました。皆さまに感謝
申し上げます。
　寄せられた募金から、第１期分２００万円を男子
長距離セクションの強化対策費として陸上競技部に
寄贈しました。
　寄贈式は平成30年12月14日に行われ、校友会本
部役員が出席。三好吉清会長から陸上競技部の矢
口行雄部長と小指徹・男子監督に手渡されました。
　小指監督は「oneコイン募金は心強い。箱根駅
伝への強化対策に、しっかり有効に使わせていた
だきます」と述べました。

「oneコイン募金」陸上競技部に寄贈

校友会本部役員出席のもと、寄贈式が行われた。左から
三好会長、矢口部長、小指監督

※
平
成
30
年
９
月
か
ら
平
成
31
年
３
月
末
ま
で
に
校

友
会
本
部
に
お
届
け
い
た
だ
い
た
方
々
で
す
。
こ

れ
以
降
も
募
金
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
毎
号
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

   （
順
不
同
、
敬
称
略
）

募
金
者
ご
芳
名

箱
根
へ
の
道 

ｏ
ｎｅ
コ
イ
ン
募
金



（9）  平成31年4月25日 第125号
【
北
海
道
】

田
村
紀
晃　

湯
浅
信
市　

吉
田

勉
幸　

竹
内
勇　

宮
田
純
一　

西
埜
裕
司　

小
西
美
乃
里　

岩

本
任
功　

長
信
一
郎

▽
支
部
総
会　

参
加
者
一
同

【
青
森
県
】

斗
沢
一
雄　

小
笠
原
萬
三　

西

村
弥
三
郎　

苫
米
地
建
樹　

西

村
隆　

石
鉢
公
大　

大
谷
卓
司

大
谷
浩
彰　

苫
米
地
洋
士　

大

谷
理
嘉　

葛
西
徹
也　

宮
古
武

佐
藤
広
大　

佐
藤
雄
大　

佐
藤

京
子　

諏
訪
内
将
光　

大
谷
卓

司　

佐
藤
晋
也　

青
森
県
支
部

一
同

【
岩
手
県
】

千
田
武
宏　

河
本
喬　

藤
尾
東

泉　

中
河
正
克　

塩
沢
昭
雄　

笹
田
裕
一　

笹
田
恵
介　

山
崎

義
高

▽
支
部
総
会
　
吉
田
清
高　

田

村
良
文　

高
橋
清
也　

大
坂
圭

市　

河
本
喬　

土
屋
正
義　

村

谷
信
明　

内
記
和
彦　

高
橋
雪

人　

千
葉
理
嗣　

伊
藤
武　

藤

尾
東
泉　

高
橋
伸
夫　

長
澤
貴

夫　

村
松
仁
士　

駒
崎
作
郎　

神
山
秀
市　

吉
田
達
夫　

宮
澤

雅
隆　

太
田
幸
司　

藤
原
誠
太

田
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 募金の仕方・集め方
 銀行送金で寄付
１ 寄付金控除を希望しない場合
　①ゆうちょ銀行「払込取扱票」にてお振り込みください（校
友会ニュース同封）。

　②一口 500 円以上（金額にかかわらず何口でも、何回でも、
毎年でも）

　③送金手数料は掛かりません。

２ 寄付金控除を希望する場合（大口寄付）
　東京農大スポーツサポート募金（同封のパンフレット）の
三井住友銀行、三菱東京ＵＦＪ銀行、ゆうちょ銀行の「払込

取扱票」でお振り込みください。

 校友会支部総会などの集会で現金を寄付
　①一口 500 円以上（金額にかかわらず何口でも、何回でも、

毎年でも）
　②原則として、募金用紙（写真下）に名前・金額を記入して

募金箱（写真下）に投入してください。
　③領収書は発行しません。
　④校友会支部長（または幹事長）は、集会ごとの寄付金をゆ

うちょ銀行「払込取扱票」でお
振り込みください（募金箱に投
入された募金用紙は本部に郵送
してください）。

　⑤払込取扱票通信欄に「（例）◯◯
支部総会参加者一同」と記載し
てください。

＊校友会本部への寄付者のご芳名は、原則として校
友会ニュースに掲載いたします。

＊「箱根駅伝への道oneコイン募金」についてのご質
問等は校友会本部にお問い合わせください。

寄付金控除を希望する大口募金者は、大学スポーツ
サポート募金とする。

校友会から大学に寄付する場合は、スポーツサポート
募金とする。

募金の概要

東京農業大学校友会（農大ファミリー）

校友会（募金窓口）大学

箱根駅伝出場

陸上競技部 東京農業大学
（スポーツサポート募金）

大口募金oneコイン募金（小口募金）

農大ファン 兄弟姉妹 保護者在学生卒業生
箱根駅伝への道　　　コイン募金one

寄
付
金
控
除

証
明
書
の
発
行

1 名　称 : 箱根駅伝への道 oneコイン募金

3 募金概念図　 下図参照

4

5

2 募金額 : ⑴ 一      口　500円以上（複数回）
⑵ 全体目標　1億円（1000万円/年）
⑶ 支部別目標　1支部200万円（20万円/年）
⑷ 募金期間　平成30年４月から10年間

6 募金活動運営費 : 募金額の 20％以内の額を経費とする。



 平成31年4月25日 （10）第125号

開催地 会場 開催日

秋田県 秋田市 ホテルメトロポリタン秋田 7月21日（日）

福島県 郡山市 郡山ビューホテル 7月20日（土）

山形県 山形市 山形国際ホテル 7月21日（日）

茨城県 水戸市 三の丸ホテル 7月20日（土）

栃木県 宇都宮市 宇都宮グランドホテル 7月21日（日）

千葉県 千葉市 TKPガーデンシティ千葉 7月20日（土）

群馬県 高崎市 ホテルグランビュー高崎 7月21日（日）

長野県 長野市 ホテル国際 21 7月20日（土）

新潟県 長岡市 ホテルニューオータニ長岡 7月21日（日）

福井県 福井市 福井フェニックスホテル 7月20日（土）

富山県 富山市 ホテルグランテラス富山 7月21日（日）

静岡県 浜松市 オークラアクトシティホテル浜松 7月20日（土）

三重県 津市 都シティ津ホテル 7月21日（日）

和歌山県 和歌山市シティイン和歌山 7月20日（土）

大阪府 大阪市 大阪新阪急ホテル 7月21日（日）

岡山県 岡山市 ホテルグランヴィア岡山 7月20日（土）

兵庫県 神戸市 ANAクラウンプラザホテル神戸 7月21日（日）

愛媛県 松山市 ホテルサンルート松山 7月20日（土）

高知県 高知市 高知パレスホテル 7月21日（日）

山口県 山口市 ホテルニュータナカ 7月20日（土）

長崎県 長崎市 ANAクラウンプラザホテル長崎グラバーヒル 7月20日（土）

鹿児島県 鹿児島市 鹿児島東急 REI ホテル 7月20日（土）

福岡県 福岡市 オリエンタルホテル福岡 7月21日（日）

沖縄県 那覇市 ネストホテル沖縄 7月20日（土）

全国 24 会場：7 月20日（土）、21（日）

2019年度　教育後援会地方懇談会開催日程（予定）

当日スケジュール（予定）

※上記については、今後変更する場合がありますのでご了承ください。
※詳細に関するご案内は、5月中旬以降に開催府県にお住まいの保護者の
　皆さまへご送付いたします。

懇談会は大学と保護者らが連携して学生への教育を効果的に行う
ことを目的に開催しています。

10：00 ～ 10：30　受け付け
10：30 ～ 11：50　教育後援会全体会
　　　　　          （大学の近況報告、就職状況など）
12：00 ～ 12：50　保護者・校友会・教職員との懇親会（昼食）
13：00 ～ 15：30　個別相談会
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申込先

心とからだをもっと元気に
二十四節気を楽しむ薬膳

旨みを醸し出す
麹の不思議な料理力

雑根バイブル
組織の道しるべ

薬膳健康づくり研究会 編著
定価：本体 2400 円＋税
Ａ４判変形・カラー・並製

前橋 健二・浅利 妙峰 著
定価：本体 1200 円＋税
Ａ５判・カラー・並製

樋越 勉 著
定価 : 本体 1600 円＋税
Ａ４判 ･ 並製 ･ 口絵カラー

◇季節の食材で作る「薬膳
レシピ」を満載。節気に合わ
せた168品・24献立を紹介。
◇立秋からの節気では「ざ
るそばのトウガン入つゆ」
「にがうりのチーズ入肉詰
め」など。お勧めは「うなぎの
山かけ丼」、この時節ならで
はの料理が登場する。

◇麹（こうじ）を知る本の
決定版。麹の力を知って、
食材を活かす。身近な料
理を演出してみてくださ
い。◇前橋健二教授の
科学の目、浅利妙峰こうじ
屋女将の伝統の目で、秘
められた麹の力を説く。簡
単に作れるレシビ満載。

◇著者は東京農大北海
道オホーツク野球部を神
宮野球大会出場に導い
た監督だ。勝つためには
何が必要か。強靭（きょう
じん）な心にある。そして
チームの輪だ、絆だ。そ
れは著者の言う雑根の
中にある。

トマトをめぐる
知の探検

東京・石と造園100話戦後稲作技術史
―もうひとつのガイドブック――その技術普及過程・

 福井県若狭地方の事例―

村上 利夫 著　
定価：本体 1800 円＋税
Ａ５判・並製・口絵カラー

杉山 信男 著
定価 : 本体 2200 円＋税 
Ａ５判 ･ 並製

小林 章 著
定価 : 本体 2000 円＋税 
四六判 ･ 並製・カラー

◇昭和30年代初め稲
作技術は飛躍的に進化
し揺るぎないものとなっ
た。◇それはなぜか。そ
の問いから出発した普
及指導活動の貴重な記
録である。◇著者は元
福井県小浜市長、元農
業改良普及員。

◇トマトはなじみ深い野
菜だ。健康野菜として
関心が高い。多角的視
点から情報をまとめてい
る。トマトを通じて農や食
の文化を考える、貴重な
データが詰まっている。
参考文献は得難い資
料。

◇著者は造園施設材料、
快適な造園空間の創造
などの研究教育に長年
携わってきた。そのライフ
ワークがコンパクトにまと
められている。◇『石と造
園100話』『続･石と造園
100話』に続く第３弾。
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か
」
と
思
い
、
東

京
都
西
部
に
あ
る
檜
原
村
森

林
組
合
の
現
場
作
業
員
と
し

て
就
職
し
ま
し
た
。
森
林
組

合
で
の
修
行
の
後
、
自
分
が

理
想
と
す
る

林
業
を
や
っ

て
み
た
い
と

思
い
、
平
成

18
年
に
仲

間
３
人
と
独

立
し
、
今
の

会
社
「
東
京

チ
ェ
ン
ソ
ー

ズ
」
を
創
業

し
ま
し
た
。

東
京
チ
ェ

ン
ソ
ー
ズ

は
、
東
京
都

や
檜
原
村
な

ど
か
ら
公
共

事
業
と
し
て

出
て
く
る
森

林
整
備
（
植

林
・
下
刈

り
・
間
伐
・
枝
打
ち
）
の
受

託
が
事
業
の
中
心
で
し
た
が
、

26
年
に
約
10
㌶
の
山
林
を
取

得
。
公
共
事
業
以
外
に
も
新

し
い
林
業
の
〝
カ
タ
チ
〟
を

模
索
し
て
い
ま
す
。
木
の
メ

イ
ン
と
な
る
幹
に
つ
い
て
は
、

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
普
及
協

会
を
通
じ
、
製
材
所
・
プ
レ

カ
ッ
ト
会
社
・
工
務
店
と
手

を
組
み
建
築
材
料
と
し
て
丸

太
を
販
売
。
産
直
ツ
ア
ー
も

行
い
施
主
さ
ま
の
顔
が
見
え

る
家
造
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
30
年
か
ら
「
森
デ
リ

バ
リ
ー
」
と
い
う
事
業
を
始

め
ま
し
た
。
こ
の
事
業
で
は
、

建
築
材
料
に
な
ら
な
い
形
の

悪
い
部
分
を
個
性
と
捉
え
、

子
ど
も
た
ち
の
お
も
ち
ゃ
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
キ
ッ
ト

に
加
工
。
幼
稚
園
や
保
育
園

に
販
売
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
伐
採
し
た
跡
地
の

再
造
林
の
費
用
を
捻
出
す
る

た
め
、
26
年
に
「
東
京
美
林

倶
楽
部
」
を
開
始
。
こ
の
事

業
で
は
、
現
代
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
森
林
体
験
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
先
に

森
づ
く
り
の
費
用
を
捻
出
し
、

補
助
金
が
な
く
て
も
成
り
立

つ
林
業
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

今
は
約
２
０
０
組
の
ご
家
族

に
支
え
ら
れ
森
づ
く
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

補
助
金
が
な
く
て
も

成
り
立
つ
林
業
実
践

青
木 

亮
輔
氏

（
平
成
11
年
林
学
科 

卒
）

株
式
会
社 

東
京
チ
ェ
ン
ソ
ー
ズ

33

2019 年の収穫祭（本祭）開催予定
世田谷キャンパス 11 月 1 日（金）～  3 日（日）

厚木キャンパス 11 月 2 日（土）～  3 日（日）

オホーツクキャンパス  10 月 13 日（日）～ 14 日（祝）
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造
）
か
ら
は
、
欠

席
さ
れ
て
い
る

教
職
部
会
・
團
章

会
長
（
昭
37
農
）

の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
披
露
さ
れ
た
。

石
原
憲
一
郎

支
部
長
（
昭
45

造
）
の
代
理
と

し
て
出
席
し
た

椿
野
健
次
幹
事

長
（
昭
61
経
）
は
、

推
薦
入
試
へ
の

協
力
の
お
礼
を

述
べ
た
後
、
農
大

と
兵
庫
県
の
包

括
連
携
協
定
に

基
づ
く
取
り
組

み
の
成
果
や
、
４

月
開
校
の
稲
花
小
学
校
に
つ
い

て
紹
介
し
た
。

木
村
英
先
生
（
昭
44
農
）

の
乾
杯
の
ご
発
声
で
懇
親
会
が

ス
タ
ー
ト
。
出
席
者
か
ら
順
番

に
近
況
報
告
が
行
わ
れ
、
橋
口

誠
先
生
（
副
支
部
長
、昭
45
工
）

の
海
外
旅
行
や
健
康
法
な
ど
興

味
深
い
話
に
、
参
加
者
は
耳
を

傾
け
て
い
た
。
県
立
氷
上
高
校

の
松
井
信
彦
先
生
（
平
12
農
）

は
、
30
年
度
に
副
団
長
と
し
て

県
下
の
農
業
高
校
生
の
ブ
ラ
ジ

ル
訪
問
団
を
引
率
し
た
こ
と
を

報
告
し
た
。
最
後
に
全
員
で
記

念
撮
影
を
行
っ
た
。（
兵
庫
県

支
部
・
椿
野
健
次
幹
事
長
）

当
番
校
な
ど
を
協
議
し
た
。
終

了
後
、
記
念
撮
影
を
行
っ
た
。

懇
親
会
は
、
副
会
長
の
坂

東
総
合
高
校
・
早
瀬
永
教
頭
先

生
（
昭
58
拓
）
の
発
声
で
始
ま

り
、
各
校
が
壇
上
に
上
が
っ
て

自
己
紹
介
と
学
校
の
近
況
を
報

告
、
和
や
か
な
ム
ー
ド
で
会
が

進
ん
だ
。
最
後
に
、
高
校
教
育

課
の
柳
橋
常
喜
先
生（
昭
61
化
）

に
よ
る
中
締
め
で
会
が
終
了
、

来
年
の
再
開
を
期
し
て
散
会
と

な
っ
た
。（
茨
城
県
支
部
教
職

員
部
会
・
今
井
芳
彦
、
平
６
経
）

東
京
農
大
経
営
者
大
賞
な
ど
を

受
賞
し
た
方
（々
前
列
）

総
会
後
に
参
加
者
が
記
念
撮
影

実
際
の
授
業
で
使
っ
た「
今
日
の
一
品
」を
紹
介

す
る
苗
川
教
授

バ
イ
オ
マ
ス
作
物
の
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
す
る

森
田
教
授

県内農高などから会員が集まった兵庫県支部・教職員部会

大賞など9人表彰
経営者フォーラム２０１８

平
成
30
年
９
月
２
日
、
水

戸
市
内
の
「
ホ
テ
ル
レ
イ
ク

ビ
ュ
ー
水
戸
」
で
、
毎
年
恒
例

の
校
友
会
茨
城
県
支
部
教
職
員

部
会
が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
教
職
員
部
会
に
は
、

来
賓
と
し
て
茨
城
県
支
部
か
ら

松
本
正
宏
支
部
長
（
昭
42
経
）、

東
京
農
大
か
ら
教
職
課
程
助
教

の
緩
利
真
奈
美
先
生
が
出
席
、

教
職
員
部
会
の
羽
生
昭
男
会
長

（
昭
57
農
）
を
は
じ
め
32
人
の

会
員
が
参
加
し
た
。

総
会
で
は
、
羽
生
会
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
松
本
支
部
長

は
あ
い
さ
つ
で
校
友
会
の
近
況

な
ど
を
報
告
。
緩
利
先
生
は
、

就
職
の
内
定
状
況
が
95
％
以
上

で
堅
調
で
あ
る
こ
と
や
、
教
員

採
用
試
験
の
合
格
率
も
高
水
準

で
推
移
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、

大
学
の
近
況
を
報
告
し
た
。
議

事
で
は
、
役
員
の
改
選
や
次
期

第
21
回
東
京
農
業
大
学
教

育
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
平
成
30

年
11
月
23
日
、
世
田
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
１
号
館
で
開
か
れ
た
。
東

京
農
業
大
学
教
職
課
程
と
全
国

教
職
員
部
会
連
絡
協
議
会
が
共

催
。
教
職
課
程
を
履
修
し
て
い

る
学
生
、
連
絡
協
議
会
会
員
、

大
学
教
職
員
、
校
友
会
役
員
ら

80
人
が
参
加
し
た
。

教
職
・
学
術
情
報
課
程
の

木
内
隆
生
教
授
は
「
学
校
教
育

の
世
界
は
課
題
が
山
積
し
て
い

る
。
常
に
研
さ
ん
・
研
修
を
積

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
強

調
し
「
こ
の
会
で
、
理
科
教
育

の
先
進
的
研
究
を
学
ん
で
い

た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。東

京
農
業
大
学
農
学
部
デ

ザ
イ
ン
農
学
科
の
森
田
茂
紀
教

授
は
「
バ
イ
オ
マ
ス
作
物
の
栽

培
研
究
か
ら
考
え
る
農
業
と
環

境
」に
つ
い
て
講
演
、食
料
に
な

ら
な
い
作
物
を
条
件
の
悪
い
農

地
で
栽
培
す
る
こ
と
が
必
要
と

し
、
原
料
作
物
と
し
て
ジ
ャ
イ

ア
ン
ト
・
ミ
ス
カ
ン
サ
ス（
巨
大

ス
ス
キ
）の
栽
培
を
紹
介
し
た
。

同
教
職
・
学
術
情
報
課
程

の
苗
川
博
史
教
授
は
「
大
学
理

科
教
育
に
お
け
る
『
今
日
の
一

品
』」
に
つ
い
て
講
演
、
実
際

の
授
業
で
使
っ
た
事
例
を
紹
介

し
、
興
味
付
け
と
話
題
提
供
の

た
め
に
は
実
物
を
見
せ
る
こ
と

が
重
要
な
ど
と
述
べ
た
。

　平成３０年度 支部教職員部会開催一覧
支部 開催日 支部 開催日

北海道 平成 31.1.9 兵  庫 平成 31.1.18

青　森 平成 30.8.25 和歌山 平成 30.9.22

宮　城 平成 30.11.17 鳥　取 平成 30.6.10

秋　田 平成 31.1.12 島　根 平成 30.8.18

福　島 平成 30.11.17 岡　山 平成 31.3.16

茨　城 平成 30.9.1 香　川 平成 30.10.5

栃　木 平成 30.7.28 愛　媛 平成 31.3.9

群　馬 平成 30.9.8 福　岡 平成 30.12.1

千　葉 平成 30.6.30 佐　賀 平成 31.2.22

東　京 平成 30.9.24 熊　本 平成 30.12.8

神奈川 平成 31.3.8 大　分 平成 30.6.30

長　野 平成 31.2.9 鹿児島 平成 30.8.25

新　潟 平成 30.6.23
沖縄

平成 30.6.22

三　重 平成 30.7.8 平成 30.8.16

京　都 平成 30.6.30 28 都道府県で開催

兵
庫
県
支
部
・
教
職
員
部

会
が
１
月
18
日
、
加
古
川
市
の

「
み
と
ろ
荘
」
で
開
か
れ
た
。

今
回
は
、
福
本
淳
先
生
（
昭

56
林
）
の
ご
退
職
の
送
別
会
で

も
あ
り
、
県
内
各
地
の
農
業
高

校
な
ど
か
ら
先
生
方
が
駆
け
付

け
、
20
人
も
の
出
席
者
と
な
っ

た
。猶

原
孝
典
先
生
（
昭
39
林
）

の
開
会
あ
い
さ
つ
の
後
、
福
本

先
生
に
退
職
記
念
品
と
花
束
を

贈
呈
。
國
賀
正
春
先
生
（
昭
45

先
進
的
な
理
科
教
育
学
ぶ

　
　
　
教
育
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
80
人

支
部
教
職
員
部
会

親
し
く
懇
談

支部名 日程
出席者 参加者

数 場所 講演など
校友会 大学

石川 平成30年
10月27日（土） 外園 副会長 応用生物科学部長・本間和宏教授 41 金沢市 ―

山梨 11月９日（金） 小野甲二常任理事・
事務局長

大学院農学研究科委員長・食品安全
健康学科・上原万里子教授 60 甲府市 「食と健康について」

上原万里子教授

福井 11月10日（土） 鳥海稔雄常任理事 デザイン農学科・多田耕太郎教授 41 福井市 ―

福島 11月10日（土） 小泉幸道副会長 食料環境経済学科・大浦裕二教授 34 福島市 ―

大阪 11月17日（土） 外園 副会長 ― 34 大阪市 ―

北海道 平成31年
１月26日（土）

豊原秀和常任理事
小野甲二常任理事・
事務局長

生物産業学部長・吉田穂積教授 75 札幌市 ―

宮崎 ２月23日（土） 小野甲二常任理事・
事務局長 入試センター・高柳和直センター長 50 宮崎市 ―

群馬 ２月24日（日） 小泉幸道副会長 小泉幸道名誉教授 80 前橋市
「病気だって友達」
東京情報大学・加納佳代子
特命副学長

　支部総会開催一覧（平成 30 年 10 月～平成 31 年３月）

東
京
農
大
は
平
成
30
年
11

月
30
日
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

百
周
年
記
念
講
堂
で
「
東
京
農

大
経
営
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１

８
」
を
開
い
た
。
東
京
農
大
経

営
者
会
議
会
員
、
校
友
、
大
学

関
係
者
の
他
、
現
役
学
生
約
７

０
０
人
が
参
加
。
東
京
農
業
大

学
校
友
会
、
東
京
農
大
経
営
者

会
議
な
ど
が
後
援
し
た
。

東
京
農
業
大
経
営
者
大
賞

３
人
、
経
営
者
賞
４
人
、
特
別

賞
２
人
を
表
彰
、
髙
野
克
己
学

長
が
賞
状
を
手
渡
し
た
。

経
営
者
大
賞
は
東
京
農
業

大
学
校
友
の
中
か
ら
、
優
れ
た

経
営
者
を
表
彰
す
る
も
の
で
、

12
年
度
に
創
設
さ
れ
た
。
30
年

度
は
校
友
会
支
部
か
ら
４
人
、

経
営
者
会
議
か
ら
４
人
、
学
科

か
ら
１
人
の
推
薦
が
あ
り
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
多
様
な
産
業
分

野
か
ら
の
推
薦
と
な
っ
た
。

表
彰
式
の
後
、
経
営
者
大

賞
を
受
賞
し
た
稲
吉
正
博
氏

（
株
式
会
社
サ
ン
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
・
代
表
取
締
役
）、
上
野
田

隆
平
氏（
天
領
酒
造
株
式
会
社
・

代
表
取
締
役
）、
大
場
淳
一
氏

（
株
式
会
社
大
場
造
園
・
代
表

取
締
役
会
長
）
の
３
人
が
記
念

講
演
を
行
い
、
経
営
理
念
や
経

営
の
特
色
な
ど
を
述
べ
る
と
と

も
に
、
現
役
学
生
に
期
待
の
言

葉
を
送
っ
た
。

講
演
で
理
念
や
特
色
伝
え

現
役
学
生
に
期
待
の
言
葉

大
学
の
近
況

報
告
を
聞
く茨城

県

退
職
教
員
の

門
出
を
祝
う兵庫

県
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優
秀
選
手
を
校
友
会
が
表
彰

校
友
会
は
１
月
18
日
、
グ

リ
ー
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
ホ
ー
ル

３
）
は
、「
必
ず
、
今
年
の
駅

伝
で
優
勝
を
目
指
せ
る
強
い

チ
ー
ム
に
な
る
」
と
決
意
を
披

露
。
ボ
ク
シ
ン
グ
部
・
韓
亮
昊

主
将
（
ビ
ジ
ネ
ス
３
）
は
「
部

の
目
標
は
大
学
日
本
一
と
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
出
場
。

農
大
農
友
会
の
名
を
全
国
、
世

界
に
と
ど
ろ
か
せ
よ
う
」
と
力

強
く
決
意
を
述
べ
た
。

最
後
に
、
全
学
応
援
団
の

前
田
大
地
団
長
（
農
３
）
の

リ
ー
ダ
ー
で
学
歌
を
斉
唱
し

た
。

校
友
会
埼
玉
県
支
部
は
、

大
相
撲
川
越
場
所
を
翌
日
に

控
え
た
平
成
30
年
12
月
20
日
、

正
代
関
・
豊
山
関
激
励
会
を
催

し
た
。
当
日
は
、
豊
山
関
が
靭

帯
（
じ
ん
た
い
）
損
傷
の
け
が

で
冬
巡
業
を
欠
場
し
た
た
め
、

正
代
関
と
付
き
人
の
三
段
目
・

朝
倉
関
の
参
加
と
な
っ
た
。

学
歌
を
斉
唱
し
た
後
、
開

会
を
大
河
内
裕
之
・
川
越
支
部

長
が
行
い
、
外
園

支
部
長
、

実
行
委
員
長
の
農
大
相
撲
部

Ｏ
Ｂ
会
長
・
斎
藤
猛
さ
ん
が
あ

い
さ
つ
。
乾
杯
を
秩
父
支
部
の

吉
田
廣
文
支
部
長
が
行
っ
た
。

歓
談
中
、
正
代
関
・
豊
山

関
の
今
後
の
活
躍
を
期
待
し

て
、
正
代
関
に
花
束
と
、
校
友

が
醸
造
す
る
酒
・
秩
父
錦
を
贈

呈
し
た
。
正
代
関
は
「
１
月
場

所
の
番
付
が
上
が
っ
た
。
上
位

陣
と
の
取
り
組
み
で
、
応
援
し

て
い
た
だ
く
皆
さ
ん
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
相
撲
を
し
ま
す
」

と
力
強
く
決
意
を
述
べ
た
。

正
代
関
と
校
友
と
の
記
念

撮
影
会
も
行
っ
た
。
宴
会
が
佳

境
に
入
る
と

髙
橋
睦
リ
ー

ダ
ー
の
下「
青

山
ほ
と
り
」

を
、
校
友
が

栽
培
し
た
ダ

イ
コ
ン
45
本

を
手
に
円
陣

と
な
っ
て「
投

げ
飛
ば
せ
え
・

突
き
飛
ば
せ

え
」
と
、
今

後
の
正
代
関
・

豊
山
関
の
活

躍
を
祈
念
し

て
参
加
者
全

員
で
踊
っ
た
。

所
沢
支
部
の

北
田
紀
久
雄

副
支
部
長
が

宴
会
を
締
め
、
秩
父
支
部
の
半

田
勝
彦
幹
事
長
が
閉
会
の
言

葉
を
述
べ
た
。（
埼
玉
県
支
部
・

水
澤
洋
介
幹
事
長
）

（
校
友
会
館
）
で
、「
第
35
回
東

京
農
業
大
学
農
友
会
激
励
懇

親
会
」
を
開
い
た
。
平
成
30
年

の
農
友
会
の
活
躍
を
た
た
え
、

次
年
度
も
さ
ら
に
健
闘
し
て

も
ら
う
た
め
、
体
育
・
文
化
団

体
の
部
長
や
監
督
、
主
将
ら
を

招
待
、
45
団
体
、
約
１
４
０
人

が
参
加
し
た
。
厚
木
キ
ャ
ン
パ

ス
の
代
表
も
参
加
し
た
。

国
際
大
会
、
全
日
本
選
手

権
、
全
日
本
学
生
選
手
権
、
関

東
選
手
権
な
ど
で
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
８
団
体
と
個
人
・

ペ
ア
21
人
（
別
表
）
を
表
彰
、

校
友
会
の
外
園

副
会
長
が
表

彰
状
と
褒
賞
を
授
与
し
た
。

外
園
副
会
長
は
あ
い
さ
つ

で
「
皆
さ
ん
の
活
躍
に
校
友
と

し
て
誇
り
を
感
じ
る
。
今
年

も
、
東
京
農
業
大
学
の
名
声
を

高
め
、
社
会
に
広
め
る
よ
う
な

活
躍
を
期
待
し
て
い
る
」
と
激

励
。
農
友
会
会
長
の
髙
野
克
己

学
長
は
「
皆
さ
ん
の
活
躍
は
日

頃
の
涙
ぐ
ま
し
い
苦
労
、
努
力

が
あ
っ
て
の
こ
と
。
苦
労
が
人

を
育
て
、
ク
ラ
ブ
・
組
織
を
育

て
る
。
ス
ポ
ー
ツ
は
心
身
を
鍛

錬
し
、
自
分
の
限
界
に
挑
む
経

験
が
で
き
る
。
こ
の
経
験
は
在

学
時
も
含
め
、
卒
業
し
て
社
会

で
の
成
果
に
つ
な
が
る
」
と
学

生
ら
の
成
長
に
期
待
を
寄
せ

た
。決

意
表
明
で
陸
上
競
技
部

女
子
・
保
坂
野
恋
花
主
将
（
醸

支部 開催日

兵　庫 平成 31.3.10

香　川 平成 30.10.21

福　岡 平成 30.11.7

宮　崎 平成 31.2.11

平成30年度 東京農業大学校友会表彰　団体・個人一覧
＜平成31年１月18日　於：グリーンアカデミーホール３階大会議室＞

表彰部        氏   名 学科 学年 大会日 大  会  名 内容

相撲部
個人 佐藤　隆史 工学３ ７月 29 日 第45回東日本学生相撲個人体重別選手権大会／ 115㌔未満級 優勝
個人 志賀　裕人 開発４ ９月２日 第43回全国学生相撲個人体重別選手権大会／ 85㌔未満級 ３位
個人 冨栄　秀喜 森林４ ８月14 日 第53回全日本大学選抜相撲十和田大会／個人戦 ３位

馬術部 団体 11 月３・４日 第68回全日本学生賞典障害馬術競技大会／団体 ３位
陸上競技部

男子 個人 田中　健祐 開発４ １月２・３日 第95回東京箱根間往復大学駅伝競走／関東学生連合チーム／
7 区出場 特別賞

陸上競技部
女子

個人 清水萌衣乃 醸造４ ５月 24 ～
27 日

第97回関東学生陸上競技対校選手権大会／ 1 部／
3000㍍障害決勝 準優勝

個人 棟久　由貴 健康３ ４月７日 世界大学クロスカントリー選手権大会２０１８／個人６位／
日本女子総合優勝 出場

個人 土田　佳奈 健康３ ５月 24 ～
27 日 第97回関東学生陸上競技対校選手権大会／１部／ 1500㍍決勝 ３位

個人 保坂野恋花 醸造３ ５月 24 ～
27 日 第97回関東学生陸上競技対校選手権大会／１部／ 1500㍍決勝 準優勝

団体
10 月 30 日 第36回全日本大学女子駅伝対校選手権大会／

仙台・杜の都駅伝／４位 出場

12 月 30 日 2018 全日本大学女子選抜駅伝競走／富士山女子駅伝／６位 出場

ホッケー部
女子

個人 村上　冴来 食農１ ４月 25 ～
29 日 ユースオリンピック競技大会アジア予選／日本代表／５位 出場

団体 11 月８～12 日 平成30年度秋季女子関東学生ホッケーリーグ／１部 ３位

ボクシング部

個人 北浦　龍馬 ビジネス
４

８月 31日～
９月７日 2018 世界大学ボクシング選手権大会／バンタム級 優勝

個人 森坂　　嵐 ビジネス
４

11 月14 ～
18 日 第88回全日本ボクシング選手権大会／ライト級／大会４連覇 優勝

個人 中垣龍汰朗 ビジネス
１

８月 31日～
９月７日 2018 世界大学ボクシング選手権大会／フライ級 ３位

個人 片岡亜沙人 ビジネス
１

11 月14 ～
18 日 第88回全日本ボクシング選手権大会／ライトフライ級 ３位

個人 松本　圭佑 ビジネス
１

11 月14 ～
18 日 第88回全日本ボクシング選手権大会／バンタム級 準優勝

団体 ５月12 日～
７月14 日 第71回関東大学ボクシング 1 部リーグ戦 準優勝

剣道部 団体 10 月 28 日 第66回全日本学生剣道優勝大会／９年連続出場 出場

自動車部 個人 林　　夏生 経済３ 11 月18 日 平成30年度全日本学生運転競技選手権大会／女子個人／
小型乗用の部 準優勝

レスリング部 団体 ５月16 ～
18 日 2018年東日本学生レスリング２部リーグ戦 優勝

ボディビル・
パワーリフ
ティング部

個人 大石　航平 化学３ ８月12 日 第45回全日本学生パワーリフティング選手権大会／
男子 74㌔級 準優勝

個人 岡野　太郎 経済３ ８月12 日 第45回全日本学生パワーリフティング選手権大会／男子 89㌔級 優勝

社交ダンス
研究部

ペア
佐原　安春 森林４

10 月７日 第117回東都大学学生競技ダンス選手権大会／ラテンの部／
ルンバ 優勝

荒　奈瑠美 栄養４

ペア
藤ヶ崎半平太 化学２

６月 24 日 第19回皐月杯争奪学生競技ダンス選手権大会／
ジュニアスタンダードの部／クイックステップ 準優勝

林　　夕夏 栄養２
団体 ４月15 日 第116回東都大学学生競技ダンス選手権大会／フォーメーション 優勝

全学応援団 団体 通年 感謝状

農友会活躍たたえ
さらに健闘を期待

陸上競技部女子の保坂主将 ボクシング部の韓主将

参加者全員が正代関（前列中央）と記念撮影

農
友
会
激
励
懇
親
会
に
各
部
の
代
表
約

１
４
０
人
が
参
加

正
代
関
・
豊
山
関
を
激
励

埼
玉
県
支
部

群
馬
県
支
部
女
子
部
会
は

平
成
30
年
８
月
３
日
、
青
木
旅

館
（
前
橋
市
富
士
見
町
赤
城

山
）
で
平
成
30
年
度
総
会
を
開

い
た
。
14
人
が
出
席
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
青
木
旅

館
を
経
営
す
る
青
木
泰
孝
氏

（
昭
47
化
）
に
よ
る
「
原
発
と

赤
城
山
に
つ
い
て
」の
講
演
と
、

堀
口
恵
子
女
子
部
会
長
（
昭
47

化
）
に
よ
る
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

を
使
用
し
た
「
原
発
の
基
礎
知

識
」
の
説
明
が
あ
っ
た
。

総
会
で
は
、
堀
口
部
会
長

が
女
子
部
会
の
活
動
状
況
な
ど

を
説
明
し
た
後
、
来
賓
あ
い
さ

つ
で
横
澤
馨
群
馬
県
支
部
長
が

東
京
農
大
と
支
部
の
近
況
な
ど

に
つ
い
て
報
告
し
た
。

そ
の
後
、
徳
江
千
代
子
さ

ん
（
元
東
京
農
業
大
学
栄
養
科

教
授
）
の
新
刊
「
間
違
い
だ
ら

け
の
食
材
保
存
＆
調
理
術
」
を

参
加
者
全
員
に
贈
呈
、
食
品
ロ

ス
や
保
存
方
法
な
ど
、
大
変
参

考
に
な
る
説
明
が
あ
っ
た
。

参
加
者
全
員
が
自
己
紹
介

を
し
た
後
、石
黒
弘
子
さ
ん（
昭

38
短
栄
）の
乾
杯
に
よ
り
昼
食
。

女
子
部
会
員
の
親
交
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な

１
日
と
な
っ
た
。

31
年
の
総
会
も
今
回
と
同

じ
く
、
青
木
留
美
さ
ん
（
昭
45

短
栄
）
が
女
将
を
務
め
る
青
木

旅
館
で
開
催
す
る
計
画
を
立

て
、
盛
会
裏
に
解
散
し
た
。

神
奈
川
県
支
部
女
性
部
会

（
梅
田
ひ
ろ
子
部
会
長
、
昭
43

短
栄
）
は
４
月
13
日
、
第
２
回

目
の
部
会
を
開
催
、
加
藤
恒
雄

神
奈
川
県
支
部
長
（
昭
47
畜
）

の
竹
林
で
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
を

行
っ
た
。

女
性
校
友
７
人
と
友
人
、

家
族
の
他
、
加
藤
支
部
長
、
松

居
靖
雄
副
支
部
長
（
昭
43
院
化

修
）、
神
田
務
副
支
部
長
（
昭

45
造
）、清
水
圭
一
幹
事
長
（
昭

46
造
）、
計
15
人
が
参
加
し
、

汗
を
流
し
な
が
ら
、
お
い
し
そ

う
な
タ
ケ
ノ
コ
を
掘
り
上
げ

た
。同

女
性
部
会
は
第
１
回
目

の
部
会
を
30
年
４
月
22
日
に
開

催
。
31
年
２
月
に
は
ラ
ン
チ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
次
年

度
の
活
動
や
会
員
の
増
加
に
つ

い
て
話
し
合
っ
た
。

支部 開催日

群　馬 平成 30.8.3

東　京 平成 30.4.21

神奈川 平成 30.4.22

静　岡 平成 31.1.26

京　都 平成 30.11.10

支
部
女
性
部
活
発
に

平成30年度支部女性部会開催一覧

タケノコ掘りに汗を流した第2回女性部会

講
演
す
る
青
木
泰
孝
氏

総
会
で
校
友

講
師
に
勉
強群馬

県

タ
ケ
ノ
コ
の

収
穫
に
汗

神
奈
川
県
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校
友
会
情
報

校
友
会
本
部

事
務
局
人
事

校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

▼
茨
城
県
支
部

松
本
正
宏
氏
（
昭
42
経
）

支
部
長　

平
成
19
年
～
平

成
30
年
（
通
算
11
年
間
）

▼
福
井
県
支
部

小
林
美
宏
氏
（
昭
42
化
）

幹
事
長　

平
成
３
年
～
平

成
17
年

東
京
農
業
大
学
校
友
会
表
彰
規
程
に
基
づ
き
、
支
部
長

お
よ
び
幹
事
長
を
通
算
10
年
以
上
勤
め
、
校
友
会
支
部
活

動
に
顕
著
な
功
績
を
残
さ
れ
た
次
の
３
人
を
校
友
会
功
労

者
と
し
て
表
彰
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

感
謝
状
は
令
和
元
年
度
支
部
総
会
で
伝
達
し
ま
す
。

校
友
会
功
労
表
彰
者

—

退
任
支
部
長
・
幹
事
長

—

支
部
長　

平
成
24
年
～
平

成
30
年
（
通
算
20
年
間
）

▼
沖
縄
県
支
部

諸
喜
田
徹
氏
（
平
２
拓
）

幹
事
長　

平
成
20
年
～
平

成
30
年
ま
で
（
通
算
10
年

間
）

慶

平
成
30
年
春
の
叙
勲
を
次
の
方
が

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

▼
旭
日
双
光
章

京
都
府
支
部

　
井
上
　
剛
宏
氏
（
昭
44
造
）

平
成
30
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章
を
次

の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

▼
旭
日
小
綬
章

広
島
県
支
部

　
八
谷
　
文
策
氏
（
昭
41
林
）

新
潟
県
支
部

　
吉
田
　
和
夫
氏
（
昭
43
経
）

▼
瑞
宝
小
綬
章

群
馬
県
支
部

　
佐
藤
　
和
幸
氏
（
昭
38
農
）

　
篠
崎
　
健
司
氏
（
昭
43
経
）

徳
島
県
支
部

　
伊
勢
　
正
伸
氏
（
昭
46
栄
管
）

▼
旭
日
双
光
章

岩
手
県
支
部

　
藤
尾
　
東
泉
氏
（
昭
44
畜
）

群
馬
県
支
部

　
大
谷
　
直
之
氏
（
昭
40
短
醸
）

東
京
都
支
部

　
宇
田
川
辰
彦
氏
（
昭
42
造
）

▼
藍
綬
褒
章

東
京
都
支
部

　
杉
田
　
武
信
氏
（
昭
41
工
）

長
野
県
支
部

　
井
出
　
玄
明
氏
（
昭
39
農
）

当
選

次
の
方
々
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

▼
道
・
県
議
会
議
員

茨
城
県
支
部
　

　
平
成
30
年
12
月
９
日

　
村
上
　
典
男
氏
（
昭
57
拓
）

　
４
期
目

　
外
塚
　
　
潔
氏
（
昭
58
造
）

　
３
期
目

　
水
柿
　
一
俊
氏
（
昭
54
工
）

　
２
期
目

北
海
道
支
部
　

　
平
成
31
年
４
月
７
日

　
竹
内
　
英
順
氏
（
昭
57
林
）

　
７
期
目

栃
木
県
支
部
　
４
月
７
日

　
五
月
女
裕
久
彦
氏
（
昭
50
造
）

　

５
期
目

群
馬
県
支
部
　
４
月
７
日

　
中
澤
　
丈
一
氏
（
昭
46
経
）

　
８
期
目

　
岩
上
　
憲
司
氏
（
平
７
造
）

　
５
期
目

　
井
田
　
　
泉
氏
（
昭
60
醸
）

　
４
期
目

埼
玉
県
支
部
　
４
月
７
日

　
小
川 

真
一
郎
氏
（
平
９
経
）　

　
３
期
目

神
奈
川
県
支
部　

４
月
７
日

　
持
田
　
文
男
氏
（
昭
48
造
）

　
７
期
目

新
潟
県
支
部
　
４
月
７
日

　
冨
樫 

　
一
成
氏
（
平
６
栄
管
）

　
４
期
目

　
青
木 

太
一
郎
氏
（
昭
33
通
農
）

　

７
期
目

　
横
尾
　
幸
秀
氏
（
昭
43
工
）

　
４
期
目

福
井
県
支
部
　
４
月
７
日

　
清
水
　
智
信
氏
（
平
16
栄
栄
）

　

２
期
目

山
梨
県
支
部
　
４
月
７
日

　
望
月
　
　
勝
氏
（
昭
43
林
）

　
４
期
目

　
藤
本
　
好
彦
氏（
平
30
院
経
修
）

　

初
当
選

鳥
取
県
支
部
　
４
月
７
日

　
広
谷
　
直
樹
氏
（
昭
50
畜
）

　
３
期
目

　
語
堂
　
正
範
氏
（
平
13
農
）

　
初
当
選

岡
山
県
支
部
　
４
月
７
日

　
渡
邉
　
英
気
氏
（
昭
56
醸
）　

　
７
期
目

徳
島
県
支
部
　
４
月
７
日

　
寺
井
　
正
邇
氏
（
昭
45
農
）

　
４
期
目

　
仁
木
　
啓
人
氏
（
平
21
醸
）

　
初
当
選

香
川
県
支
部
　
４
月
７
日

　
齋
藤
　
勝
範
氏
（
昭
54
農
）

　
５
期
目

愛
媛
県
支
部
　
４
月
７
日

　
兵
頭
　
　
竜
氏
（
平
11
林
）

　
３
期
目

　
大
政
　
博
文
氏
（
昭
59
拓
）

　
初
当
選

　
新
田
　
泰
史
氏
（
平
24
栄
管
）

　
初
当
選

大
分
県
支
部
　
４
月
７
日

　
井
上
　
伸
史
氏
（
昭
44
林
）

　
６
期
目

▼
市
町
村
長

高
知
県
支
部
・
室
戸
市

　

平
成
30
年
11
月
18
日

　
植
田 

壮
一
郎
氏
（
昭
53
農
）

　

初
当
選

茨
城
県
支
部
・
八
千
代
町

　
平
成
31
年
１
月
20
日

　
谷
中
　
　
聰
氏
（
昭
58
経
）

　

初
当
選

長
野
県
支
部
・
生
坂
村
１
月
29
日

　
藤
澤
　
泰
彦
氏
（
昭
54
醸
）

　
４
期
目

愛
知
県
支
部
・
安
城
市
２
月
３
日

　
神
谷
　
　
学
氏
（
昭
56
拓
）

　

５
期
目

▼
新
支
部
長

次
の
方
々
が
支
部
長
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

新
潟
県
支
部

　
平
成
30
年
６
月
就
任

　
鈴
木
　
和
夫
氏
（
昭
47
工
）

富
山
県
支
部
　
８
月
就
任

　
石
坂
　
　
均
氏
（
昭
45
経
）

茨
城
県
支
部
　
９
月
就
任

　
高
野
　
三
郎
氏（
昭
43
院
化
修
）

長
崎
県
支
部
　
９
月
就
任

　
田
添
　
利
弘
氏
（
昭
44
経
）

福
島
県
支
部
　
11
月
就
任

　
満
山
　
喜
一
氏
（
昭
49
経
）

福
井
県
支
部
　
11
月
就
任

　
小
林
　
清
崇
氏
（
昭
46
経
）

埼
玉
県
支
部
　

　
平
成
31
年
１
月
就
任

　
吉
田
　
廣
文
氏
（
昭
47
林
）

群
馬
県
支
部　

 

２
月
就
任

　

反
町
　
　
功
氏
（
昭
40
畜
）

弔

次
の
方
々
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。（
10
月
以
降
、
支
部
な
ど

か
ら
の
報
告
の
み
記
載
）

横
田
　
善
則
氏
（
昭
42
拓
）

　

パ
ラ
グ
ア
イ
支
部　

　

平
成
30
年
７
月
13
日

川
崎
　
　
卓
氏
（
昭
36
工
）

会
員
の

動
静

　

令
和
元
年
度
通
常
総
会
は
５
月

24
日
（
金
）、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
の
横
井
講
堂
で
開
か
れ
る
。

　

平
成
30
年
度
事
業
報
告
・
決
算

報
告
、
令
和
元
年
度
事
業
計
画
・

収
支
予
算
な
ど
を
審
議
す
る
。

5月24日に
通常総会

田
中
一
榮
・
黒
澤
弥
悦　

編
著

写
真
と
史
料
で
み
る 

ア
ジ
ア
の
在
来
豚

編著者は、田中一榮東京農大名
誉教授・黒澤弥悦教授。本体価格
3600円、Ｂ５判変形カラー・上製。
注文は、東京農大出版会へ。
電話 03-5477-2666
FAX 03-5477-2747

在
す
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き

る
。一

般
に
日
々
の
食
肉
の
中
心

と
な
る
欧
米
系
品
種
の
イ
メ
ー

ジ
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い

「
豚
」。
し
か
し
、
ア
ジ
ア
各
地

の
辺
境
域
に
は
原
種
で
あ
る
イ

ノ
シ
シ
と
は
判
別
の
つ
か
な
い

在
来
豚
が
飼
わ
れ
て
い
る
。

本
書
は
調
査
の
記
録
写
真
と

収
集
史
料
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら

の
形
態
特
徴
や
飼
養
状
況
を
明

ら
か
に
し
、
豚
へ
の
理
解
を
深

め
よ
う
と
す
る
一
冊
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
「
ブ
タ
に
な
っ
た

イ
ノ
シ
シ
展
」
が
、
平
成
30
年

10
月
か
ら
31
年
４
月
の
間
、
東

京
農
大
「
食
と
農
」
の
博
物
館

で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
展
示
の　

き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
31
年
は

「
亥
（
い
）
年
」。
亥
年
に
ち
な

ん
で
身
近
な
豚
へ
の
関
心
を
よ

り
深
め
て
ほ
し
い
。

そ
れ
は
豚
か
、イ
ノ
シ
シ
か
。

ア
ジ
ア
の
在
来
豚
の
深
層
に
迫

る
。豚

は
イ
ノ
シ
シ
の
家
畜
化

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。
家
畜
化
は

１
万
年
前
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ

る
。
現
在
で
も
各
地
で
生
け
捕

ら
れ
た
イ
ノ
シ
シ
が
容
易
に
飼

育
さ
れ
、
イ
ノ
シ
シ
と
豚
の
交

配
に
よ
る
「
イ
ノ
ブ
タ
」
が
存

　

新
潟
県
支
部　

10
月

吉
村
　
昌
幸
氏
（
昭
36
農
）

　

鹿
児
島
県
支
部　

10
月
21
日

小
泉
　
　
勉
氏
（
昭
47
農
）

　

千
葉
県
支
部　

10
月
27
日

植
村
　
　
奨
氏
（
昭
27
学
化
）

　

神
奈
川
県
支
部　

11
月
６
日

三
宅
　
紹
資
氏
（
昭
34
醸
）

　

岡
山
県
支
部　

11
月
８
日

寺
島
　
拓
郎
氏
（
昭
31
農
）

　

神
奈
川
県
支
部　

11
月
16
日

松
田
　
恵
晴
氏
（
昭
24
専
農
）

　

群
馬
県
支
部　

11
月
24
日

古
澤
　
　
武
氏
（
昭
35
農
）

　

新
潟
県
支
部　

11
月
28
日

仰
木
　
哲
夫
氏
（
昭
16
専
農
）

　

福
岡
県
支
部　

11
月
29
日

池
山
　
清
臣
氏
（
昭
46
拓
）

　

神
奈
川
県
支
部　

12
月
１
日

福
浜
　
　
満
氏
（
昭
43
造
）

　

群
馬
県
支
部　

12
月
８
日

松
谷
英
次
郎
氏
（
昭
20
専
化
）

　

兵
庫
県
支
部　

12
月
８
日

相
原
　
　
稔
氏
（
昭
23
専
農
）

　

神
奈
川
県
支
部

　

平
成
31
年
１
月
14
日

平
井
　
昌
信
氏
（
昭
20
専
緑
土
）

　

神
奈
川
県
支
部　

１
月
27
日

山
中
　
良
忠
氏
（
昭
30
畜
）

　

東
京
都
支
部　

２
月
４
日

片
渕
　
弘
晃
氏
（
昭
34
工
）

　

佐
賀
県
支
部　

２
月
10
日

外
園
　
敏
子
氏
（
昭
42
短
栄
）

　

埼
玉
県
支
部　

２
月
７
日

大
山
　
龍
一
氏
（
昭
44
院
農
博
）

　

茨
城
県
支
部　

２
月
11
日

木
村
　
正
弘
氏
（
昭
43
農
）

　

神
奈
川
県
支
部　

２
月
13
日

熊
野
　
茂
夫
氏
（
昭
18
専
工
）

　

宮
城
県
支
部　

２
月
19
日

小
野
　
久
之
氏
（
昭
34
工
）

　

佐
賀
県
支
部　

３
月
９
日

赤
地
　
勝
美
氏
（
昭
39
拓
）

　

群
馬
県
支
部　

３
月
12
日

富
樫
　
　
勇
氏
（
昭
25
専
村
経
）

　

秋
田
県
支
部　

３
月
16
日

小
野
　
虎
夫
氏
（
昭
37
工
）

　

佐
賀
県
支
部　

３
月
18
日

大
島
　
正
敬
氏
（
昭
37
拓
）

　

ブ
ラ
ジ
ル
支
部　

３
月
19
日

佐
藤
　
正
幸
氏
（
昭
56
経
）

　

秋
田
県
支
部　

３
月
25
日

尾
隠
山
明
宏
氏
（
昭
45
農
）

　

和
歌
山
県
支
部　

４
月
２
日

檜
山
　
和
男
氏
（
昭
39
農
）

　

茨
城
県
支
部　

４
月
９
日

中
田
　
久
保
氏
（
昭
45
醸
）

　

東
京
都
支
部　

４
月
10
日

※
福
浜
満
氏
は
東
京
農
業
大
学
校

友
会
監
事
、
群
馬
県
支
部
副
支
部

長
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
。
72
歳
で
し
た
。

校友会ブラジル支部
発足50周年祝賀会の

ご案内
　校友会ブラジル支部は今年で発
足 50周年を迎え、以下の通り祝賀
行事を開催します。

７月 27 日（土） 
19:00 前夜祭（サンパウロ市内）

　　７月 28 日（日）  　
9:00 慰霊祭
　　 （サン･ジューダス･タデウ墓地内）
12:00 記念式典（農大会館）
13:00 祝賀会　 （　 〃　 ）

お問い合わせ：東京農業大学校友会
☎03-3429-1983

ブラジル支部幹事長　戸国
E-mail：nodai-kai@uol.com.br

【
平
成
31
年
４
月
１
日
】

　

常
勤
理
事	

小
野　

甲
二

　

事
務
局
長	

安
達　

哲
司

　

校
友
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
Ｐ
）
で
は
、
最
新
の
校
友

会
本
部
の
会
議
の
予
定
や
内
容

の
他
、都
道
府
県
支
部
の
役
員
、

支
部
規
程
、
支
部
総
会
の
開
催

予
定
や
内
容
、
年
度
計
画
、
活

動
報
告
な
ど
各
種
情
報
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　

支
部
別
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
て

い
ま
す
の
で
、
支
部
総
会
、
教

職
員
部
会
な
ど
の
職
域
分
会
、

同
期
会
の
開
催
案
内
に
も
活
用

で
き
ま
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
本
部
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
情
報
が
届
き

次
第
、
随
時
、
支
部
の
ペ
ー
ジ

を
更
新
し
ま
す
。

　

勤
務
先
の
異
動
・
変
更
な
ど

で
多
く
の
会
員
が
住
所
不
明
と

な
っ
て
い
ま
す
。
住
所
変
更
や

改
姓
を
さ
れ
た

場
合
は
、「
東
京

農
業
大
学
校
友

会
の
し
お
り
」
最

終
ペ
ー
ジ
の
は
が

き
「
会
員
名
簿
変

更
連
絡
票
」
ま
た

は
校
友
会
Ｈ
Ｐ
の

「
会
員
名
簿
変
更

届
」
で
ご
連
絡
願

い
ま
す
。Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
の
場
合
は

下
記
に
。

　　

都
道
府
県
支
部
で
は
毎
年
、

支
部
総
会
や
教
職
員
部
会
、
女

性
部
会
な
ど
、
多
く
の
職
域
部

会
・
分
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

母
校
の
発
展
・
変
貌
し
て
い
る

姿
や
運
動
部
の
活
躍
な
ど
、
農

大
の
近
況
を
知
る
機
会
で
す
。

ぜ
ひ
、
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　

グ
リ
ー
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
ホ
ー

ル
（
校
友
会
館
）
は
大
学
敷
地

の
西
端
に
あ
り
、
学
生
寮
に
隣

接
。
会
館
内
に
は
、
安
価
で
ご

利
用
で
き
る
休
養
室
（
洋
室
ツ

イ
ン
２
室
、
和
室
15
畳
２
室
）

や
会
議
室
（
大
・
中
）、
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

卒
業
生
、
現
役
生
、
学
生
ご

家
族
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
校
友
の
ご
紹
介
が

あ
れ
ば
、
一
般
の
方
々
も
ご
利

用
に
な
れ
ま
す
。
予
約
は
６
カ

月
前
か
ら
。
平
日
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
。
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
校
友
会
本
部

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

住
所
変
更
な
ど

の
ご
連
絡

　　　　03-3427-2271
　　　　ko3883@nodai.ac.jp
FAX
E-mail

支
部
総
会
・
教
職
員
部

会
な
ど
に
ご
参
加
を

グ
リ
ー
ン
ア
カ
デ
ミ
ー

ホ
ー
ル
（
校
友
会
館
）

の
ご
利
用
案
内
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体
育
団
体

陸
上
競
技
部
男
子

＝
強
化
指
定
部

第
95
回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学

駅
伝
競
走
大
会
（
１
月
２
・
３
日
）

　

農
大
チ
ー
ム
は
今
年
も
本
戦

出
場
を
逃
し
た
が
、
予
選
会
で

力
走
し
た
田
中
健
祐
（
開
４
）

が
関
東
学
生
連
合
チ
ー
ム
に
選

出
さ
れ
、
小
田
原
―
平
塚
間
の

第
７
区
に
出
場
。
区
間
10
位
の

健
闘
を
見
せ
た
。

　

校
友
会
神
奈
川
県
支

部
・
西
湘
常
磐
松
会
の

鈴
木
美
伸
会
長
、
鍵
和

田
丈
詞
幹
事
長
ら
校
友

20
数
人
が
の
ぼ
り
、
太

鼓
、
小
旗
を
手
に
応
援

し
た
。
通
過
後
、
沿
道

の
方
々
に
ダ
イ
コ
ン
を

配
布
。
参
加
し
た
校
友

全
員
で
学
歌
を
斉
唱

し
、
来
年
の
出
場
を
祈

念
し
た
。

全
国
都
道
府
県
対
抗
男

子
駅
伝
競
走
大
会

　

第
24
回
大
会
が
１
月

20
日
、
広
島
・
平
和
記

念
公
園
前
発
着
の
７
区

間
で
争
わ
れ
、
農
大
陸

上
競
技
部
か
ら
田
中
健
祐
が
石

川
県
代
表
で
出
場
。
農
大
Ｏ
Ｂ

で
は
浅
岡
満
憲
（
日
立
物
流
、

全
日
本
大
学
女
子
選
抜
駅

伝
競
走
（
富
士
山
女
子
駅
伝
）

平
27
開
）
が
岐
阜
県
代
表
で
出

場
し
た
。

　

広
島
県
の
校
友
が
大
勢
駆
け

付
け
、
田
中
選
手
ら
を
応
援
し

た
。

第
69
回
富
士
宮
駅
伝
競
走
（
２

平成30年度農友会表彰式受賞者一覧
表彰部 氏名・学科

文
化
団
体
連
合
会

農友会功労賞
社交ダンス研究部 ペア 佐原　安春（森４）

荒　奈瑠美（栄４）

書道部 齋藤　七海（醸４）
脇田　怜奈（森４）

農友会会長賞 団体の部 村の会部
管弦楽部

個人の部 書道部 高汐　佳歩（化２）

農友会賞

団体の部 社交ダンス研究部

個人の部
社交ダンス研究部

吉見　杏子（バイオ４）

ペア 前川　紘輝（健４）
宮坂　萌子（経４）

ペア 涌井　真澄（健４）
松下　小春（醸４）

ペア 佐原　安春（森４）
荒　奈瑠美（栄４）

書道部 齋藤　七海（醸４）
脇田　怜奈（森４）

体
育
団
体
連
合
会

南賞 個人の部 ボクシング部 森坂　　嵐（ビジネス４）

農友会功労賞

ホッケー部 下畝地　洸聖（工４）
馬場　玲奈（経４）

ボクシング部 北浦　龍馬（ビジネス４）
森坂　　嵐（ビジネス４）

ラクロス部 関口　紗生（健４）

農友会会長賞

団体の部 馬術部
自動車部

個人の部

相撲部
冨栄　秀喜（森４）
志賀　裕人（開４）
佐藤　隆史（工３）

陸上競技部 保坂　野恋花（醸３）
棟久　由貴（健３）

ボクシング部

森坂　　嵐（ビジネス４）
黒柳　　禅（ビジネス２）
片岡　亜沙人（ビジネス１）
中島　玲（ビジネス１）
松本　圭佑（ビジネス１）

自動車部 林　　夏生（経３）
レスリング部 杉山　絢海（ビジネス１）

農友会賞

団体の部
陸上競技部（女子）
ボクシング部
レスリング部

個人の部

相撲部 有瀬　健人（開１）

陸上競技部

小山　直城（醸４）
清水　萌衣（醸４）
佐藤　有希（健４）
土田　佳奈（健３）
村田　享之（経３）
平賀　奏美（経２）
柴原　佑紀（栄１）

ホッケー部 下畝地　洸聖（工４）
馬場　玲奈（経４）

ボクシング部 押川　幸輝（ビジネス４）
韓　　亮昊（ビジネス３）

レスリング部 鬼原　　渓（森３）

少林寺拳法部 組 松永　祐太（森１）
湯浅　愛梨（栄１）

フェンシング部 金田　和樹（食農２）

ラクロス部 関口　紗生（健４）
漆畑　聡一（ビジネス２）

農友会新人賞

相撲部 有瀬　健人（開１）
山内　　康（開１）

陸上競技部
柴原　佑紀（栄１）
高橋　ひより（森１）
盛田　和輝（経１）

ホッケー部 村上　冴来（食農１）

ボクシング部
片岡　亜沙人（ビジネス１）
中島　　玲（ビジネス１）
松本　圭佑（ビジネス１）

レスリング部 杉山　絢海（ビジネス１）

少林寺拳法部 組 松永　祐太（森１）
湯浅　愛梨（栄１）

その他 農友会施設使用
優秀団体賞 団体の部 文芸部

馬術部

月
10
日
、
静
岡
県
富
士
宮
市
）

　

総
合
３
位
、
一
般
の
部
で
準

優
勝
。

１
区
＝
星
野
元
気
（
ビ
ジ
ネ
ス
２
）

２
区
＝
小
柳
周
也
（
経
１
）

３
区
＝
松
坂
胆
宥
（
経
１
）

４
区
＝
盛
田
和
輝
（
経
１
）

５
区
＝
川
田
啓
祐
（
経
１
）

６
区
＝
尾
辻
颯
（
開
２
）

第
72
回
香
川
丸
亀
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
（
２
月
３
日
）

　

川
田
裕
也
（
経
３
）、
山
口

武
（
経
２
）、髙
橋
健
留
（
開
３
）

が
出
場
。
Ｏ
Ｂ
で
は
浅
岡
満
憲

が
出
場
し
た
。

陸
上
競
技
部
男
子
の
監
督

に
、
平
成
30
年
11
月
か
ら
小
指

徹
（
こ
ざ
す
・ 

と
お
る
）
氏
が

就
任
。
輿
水
勝
美
コ
ー
チ
（
日

体
大
Ｏ
Ｂ
）
と
川
尻
卓
矢
コ
ー

チ
（
平
24
経
）
の
３
人
体
制
で
、

選
手
ら
と
共
に
箱
根
駅
伝
を
目

指
し
て
い
る
。

小
指
監
督
は
昭
和
62
年
、
農

大
農
業
経
済
学
科
を
卒
業
。
在

学
時
は
箱
根
駅
伝
に
４
年
連
続

出
場
、
卒
業
後
ダ
イ
エ
ー
陸
上

部
へ
。
平
成
元
年
び
わ
湖
毎
日

マ
ラ
ソ
ン
優
勝
、
３
年
東
京
国

際
マ
ラ
ソ
ン
で
は
２
位
、
中
山

竹
通
、
谷
口
浩
美
ら
と
と
も
に

同
年
の
世
界
陸
上
の
代
表
に
選

出
さ
れ
た
。
10
年
に
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ

Ｒ
Ｕ
陸
上
競
技
部
を
創
設
し
、

監
督
、
総
監
督
を
務
め
た
。

箱
根
目
指
し
新
監
督
小
指
氏

が
就
任

小指徹・男子監督

富士山は6位

女
子
駅
伝
の
底
力
発
揮

過酷な上りが続いた７区を駆け上がり、６位で
ゴールする清水選手

２
区
で
静
岡
県
支
部
校
友
の
声

援
を
受
け
力
走
す
る
柴
原
選
手

陸
上
競
技
部
女
子

＝
強
化
指
定
部

が
平
成
30
年
12
月
30
日
、
静
岡

県
の
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社

前
―
富
士
総
合
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
の
７
区
間
43
・
４
㌔

に
22
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行

わ
れ
た
。

昨
年
２
位
で
優
勝
候
補
と

も
言
わ
れ
た
農
大
は
健
闘
し

た
も
の
の
６
位
。

１
区
の
保
坂
野
恋
花
（
醸

３
）
が
７
位
と
好
位
置
で
２
区

の
柴
原
佑
紀
（
栄
１
）
に
つ
な

い
だ
。
柴
原
は
９
位
に
順
位
を

下
げ
、
さ
ら
に
３
区
の
土
田
佳

奈
（
健
３
）
が
10
位
で
４
区
の

原
田
紗
枝
（
健
４
）
に
。
原

田
は
区
間
６
位
の
走
り
を
見

せ
た
が
順
位
は
変
わ
ら
ず
。
最

長
距
離
と
な
る
エ
ー
ス
区
間

の
５
区
で
は
、
佐
藤
有
希
（
健

４
）
の
力
走
で
８
位
に
押
し
上

げ
た
。
さ
ら
に
６
区
の
北
川
結

衣
（
ビ
ジ
ネ
ス
２
）
が
７
位
に
。

ア
ン
カ
ー
の
清
水
萌
衣
乃
（
醸

４
）
は
上
り
が
続
く
７
区
を
駆

け
上
が
り
、
順
位
を
上
げ
６
位

で
ゴ
ー
ル
し
た
。

沿
道
の
各
所
に
は
校
友
会

静
岡
県
支
部
や
東
京
都
支
部

を
は
じ
め
全
学
応
援
団
、
陸
上

競
技
部
Ｏ
Ｂ
ら
校
友
が
多
数

駆
け
付
け
、
横
断
幕
を
広
げ
、

大
声
援
を
送
っ
た
。

東
日
本
の
18
都
道
県
の
代
表

選
抜
チ
ー
ム
が
出
場
、
全
９
区

間
合
計
42
・
１
９
５
㌔
で
競
っ

た
。
農
大
か
ら
茨
城
＝
佐
藤
有

希
、
千
葉
＝
原
田
紗
枝
、
神
奈

川
＝
清
水
萌
衣
乃
、
山
梨
＝
保

坂
野
恋
花
、
新
潟
＝
土
田
佳
奈

が
出
場
し
た
。

全
国
都
道
府
県
対
抗
女
子
駅
伝

競
走
大
会

　

第
37
回
大
会
が
１
月
13
日
、

京
都
・
西
京
極
陸
上
競
技
場
発

着
の
９
区
間
で
行
わ
れ
、
農
大

陸
上
競
技
部
か
ら
山
梨
＝
保
坂

野
恋
花
、
新
潟
＝
髙
橋
ひ
よ
り

（
森
１
）、
長
崎
＝
柴
原
佑
紀
が

出
場
。
農
大
Ｏ
Ｂ
で
は
飯
野
摩

耶
（
第
一
生
命
、
平
28
経
）
が

山
梨
県
代
表
で
出
場
し
た
。

日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
走

　

第
１
０
２
回
大
会
が
２
月
23

日
、
福
岡
市
の
海
の
中
道
海
浜

公
園
で
開
か
れ
、
シ
ニ
ア
女
子

の
部
に
農
大
か
ら
８
人
が
出
場

し
た
。

　

18
位
（
学
生
７
位
）
＝
柴
原

佑
来
、
20
位
（
学
生
９
位
）
＝

清
水
萌
衣
乃
。

　

校
友
会
福
岡
県
支
部
（
木
部

穣
支
部
長
）
か
ら
も
応
援
に
駆

け
付
け
、声
援
を
送
っ
た
。
＝
写

真相
模
湖
駅
伝
（
１
月
14
日
）  

　

農
大
か
ら
２
チ
ー
ム
が
出
場
。

▽
Ｂ
チ
ー
ム　

優
勝

１
区
＝
藤
井
聖
（
健
１
）

２
区
＝
小
林
愛
奈
（
健
１
）

３
区
＝
竹
内
あ
さ
ひ
（
醸
１
）

４
区
＝
大
澤
由
菜（
ビ
ジ
ネ
ス
１
）

▽
Ａ
チ
ー
ム　

準
優
勝

１
区
＝
小
川
奈
々
（
経
３
）

２
区
＝
森
岡
樹
生
（
醸
３
）

３
区
＝
舘
あ
さ
ひ
（
経
３
）

４
区
＝
金
森
遥
（
経
１
）

第
69
回
富
士
宮
駅
伝
競
走
（
２

月
10
日
、
静
岡
県
富
士
宮
市
）

　

農
大
か
ら
２
チ
ー
ム
が
出

場
。

▽
Ａ
チ
ー
ム　

女
子
の
部
優
勝

１
区
＝
柴
原
佑
紀
、
２
区
＝
土

田
佳
奈
、３
区
＝
棟
久
由
貴
（
健

３
）、
４
区
＝
高
橋
ひ
よ
り
、
５

区
＝
北
川
結
衣
、
６
区
＝
保
坂

野
恋
花

▽
Ｂ
チ
ー
ム　

同
準
優
勝

１
区
＝
藤
井
聖
、
２
区
＝
大
澤

由
菜
、
３
区
＝
力
武
風
花
（
経

１
）、
４
区
＝
小
川
奈
々
、
５
区

＝
平
賀
奏
美
（
経
２
）、
６
区
＝

佐
藤
理
子
（
健
２
）

第
69
回
全
関
東
八
王
子
夢
街
道

駅
伝
競
走
大
会
（
２
月
10
日
、

東
京
都
八
王
子
市
）

　

大
学
女
子
の
部
で
３
位
。

１
区
＝
館
あ
さ
ひ
、
２
区
＝
岩

本
陽
香
（
経
２
）、
３
区
＝
森
岡

樹
生
（
醸
３
）、
４
区
＝
小
林
愛

奈
（
醸
１
）

７区を力走する田中選手

のぼりや横断幕を掲げ、田中選手に大声援を送る校友ら。校友会広
島県支部による都道府県駅伝の応援は５回目。

第
34
回
東
日
本
女
子
駅
伝
2
0
1
8

（
11
月
11
日
、
福
島
市
）
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文
化
団
体

第
99
回
理
工
科
系
大
学
学
生
競

技
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会
（
11
月

18
日
、
電
気
通
信
大
学
）

　

団
体
７
位
。
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

ワ
ル
ツ
・
６
位
＝
濵
野
英
樹（
工

１
）・
佐
々
木
慶
乃
（
森
１
）
組
、

シ
ニ
ア
の
部
ワ
ル
ツ
・
６
位
＝

社
交
ダ
ン
ス
研
究
部

講
演
部

全
学
応
援
団
吹
奏
楽
部

第
88
回
全
日
本
ボ
ク
シ
ン
グ
選
手

権
大
会
2
0
1
8
（
11
月
14
～

18
日
、
茨
城
県
「
水
戸
桜
ノ
牧

高
校
常
北
校
」）

学
生
９
人
と
卒
業
生
２
人

が
出
場
。
ラ
イ
ト
級
の
森
坂

嵐
（
ビ
ジ
ネ
ス

４
）
が
大
会
４

連
覇
を
達
成
し

た
。
バ
ン
タ
ム

級
の
松
本
圭
佑

（
ビ
ジ
ネ
ス
１
）

は
決
勝
で
惜
し

く
も
敗
れ
準
優

勝
。
ラ
イ
ト
フ

ラ
イ
級
で
は
片

岡
亜
沙
人
（
ビ

ジ
ネ
ス
１
）
が

藤
ケ
崎
半
平
太
（
化
２
）・
林

夕
夏
（
栄
２
）
組
、
シ
ニ
ア
の

部
ク
イ
ッ
ク
・
６
位
＝
雲
林
院

正
喜
（
醸
３
）・
山
崎
瑠
菜
（
栄

３
）
組
。

第
13
回
東
都
日
本
学
生
競
技
ダ

ン
ス
後
期
新
人
戦（
11
月
25
日
、

獨
協
大
学
）

　

団
体
５
位
。

第
63
回
全
日
本
学
生
競
技
ダ
ン

ス
選
手
権
大
会
（
12
月
９
日
、

農
友
会
講

演
部
が
主
催

す
る
「
第
52

回
農
林
水
産

大
臣
杯
争
奪

全
日
本
学
生

弁
論
大
会
」

が
12
月
２
日
、

百
周
年
記
念

講
堂
で
開
催

さ
れ
た
。
統

定
期
演
奏
会
を
開
催

　

平
成
30
年
12
月
27
日
、
ル

ネ
こ
だ
い
ら
（
東
京
都
小
平

市
）
で
第
54
回
定
期
演
奏
会

を
開
い
た
。
農
大
の
学
生
や

教
職
員
、
校
友
の
他
、
近
隣

住
民
ら
約
３
５
０
人
が
鑑
賞

し
た
。

　

第
１
部
で
、
祝
典
の
た
め
の

音
楽
、「
ア
ル
ル
の
女
」
よ
り
第

二
組
曲
。
第
２
部
で
は
、
英
雄

の
証
「
モ
ン
ス
タ
ー
ハ
ン
タ
ー
」

よ
り
、
Y
o
u 

R
a
i
s
e

M
e 

U
p
、サ
ウ
ス
・
ラ
ン
パ
ー

ト
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
パ
レ
ー
ド

な
ど
を
演
奏
し
た
。

ツ
バ
メ
杯
で
準
優
勝
し
た
濱
野・藤
松
組

３
位
、
ミ
ド
ル
級
で
は
中
島
玲

（
ビ
ジ
ネ
ス
１
）が
３
位
。ま
た
、

フ
ラ
イ
級
の
中
垣
龍
汰
朗
（
ビ

ジ
ネ
ス
１
）
と
ウ
エ
ル
タ
ー
級

の
村
上
仁
（
ビ
ジ
ネ
ス
３
）
は

５
位
。

リ
オ
五
輪
出
場
、
２
０
１

８
ア
ジ
ア
大
会
３
位
の
成
松
大

介
（
ラ
イ
ト
ウ
ェ
ル
タ
ー
級
、

平
24
経
、
自
衛
隊
体
育
学
校
）

は
大
会
８
度
目
の
優
勝
を
果
た

し
た
。

第
73
回
国
民
体
育
大
会
ボ
ク
シ

ン
グ
競
技
会（
10
月
４
～
８
日
、

福
井
県
）

　

成
年
男
子
ミ
ド
ル
級
に
出
場

し
た
黒
柳
禅
（
栃
木
県
代
表
、

ビ
ジ
ネ
ス
２
）
と
中
島
玲
（
大

阪
府
代
表
）
が
共
に
３
位
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
カ
ー
リ
ン
グ
部

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
カ
ー
リ
ン
グ

選
手
権
大
会
（
11
月
20
～
25
日
、

長
野
県
軽
井
沢
町
）

　

女
子
チ
ー
ム
が
出
場
、
１
勝

６
敗
で
７
位
。

第
39
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
（
11
月
23
～

大学選手権での女子チームのデリバリー

25
日
、
北
見
市
常
呂
町
）

　

農
大
Ｃ
、
Ｄ
、
チ
ー
ム

A
X
E
L
A
（
男
子
・
部
員
と

Ｏ
Ｂ
混
成
チ
ー
ム
）
が
出
場
、

A
X
E
L
A
が
準
優
勝
。
チ
ー

ム
A
X
E
L
A
の
メ
ン
バ
ー
は

佐
藤
勝
仁
（
平
29
産
経
）、
涌
井

拓
郎
（
平
29
食
香
）、
足
立
卓
哉

NHK杯で準優勝したチームAXELA（中央）

（
平
29
食
香
）、
高
橋
敦
穂
（
食

香
４
）、
相
田
智
宏
（
産
生
３
）、

藤
田
港
人
（
食
香
２
）。

第
９
回
全
日
本
大
学
カ
ー
リ
ン

グ
選
手
権
（
11
月
30
日
～
12
月

２
日
、
北
海
道
妹
背
牛
町
）

　

女
子
チ
―
ム
が
３
位
入
賞
。

信
藤
優
希
（
食
香
４
）、
小
澤

茉
央
（
同
）、
篠
崎
日
香
（
同
）、

今
野
千
尋
（
ア
ク
ア
２
）、
勝
元

乃
（
産
生
４
）
が
出
場
し
た
。

東
都
大
学
秋
季
２
部
リ
ー
グ

　

６
勝
９
敗
、
勝
ち
点
１
で
最

下
位
。
投
手
成
績
で
は
前
田
剛

（
経
３
）
が
防
御
率
１
・
82
で

３
位
に
入
っ
た
。
11
月
５
・
７
・

８
日
、
３
部
優
勝
の
大
正
大
と

入
れ
替
え
戦
を
戦
い
２
勝
１
敗

で
２
部
残
留
が
決
定
。

　

２
０
１
８
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ

ト
会
議
で
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

ホ
ー
ク
ス
に
育
成
２
位
指
名
さ

れ
た
岡
本
直
也
投
手（
産
経
４
）

ら
の
入
団
発
表
が
平
成
30
年
12

ド
ラ
フ
ト
会
議
で
指
名
さ
れ
、チ
ー
ム
の
仲
間
と
喜
ぶ
岡
本
投
手

（
10
月
25
日
）

月
６
日
、
福
岡
市
内
で
行
わ
れ

た
。
岡
本
投
手
は
千
葉
経
済
大

付
属
高
校
出
身
。

　

会
見
で
岡
本
君
は
「
持
ち
味

は
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
中
心
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
勝
負
す
る

こ
と
。
い
つ
か
対
戦
し
た
い
の

は
ヤ
ク
ル
ト
の
バ
レ
ン
テ
ィ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
２
位 

大
学
選
手
権
３
位

ン
選
手
。
外
国
人
選
手
と
勝
負

し
た
こ
と
が
な
い
の
で
や
っ

て
み
た
い
」
と
決
意
を
語
っ

た
。

黒柳選手㊧と中島選手

２
０
１
８
年
も
全
日
本
選
手
権
で
活
躍
し
た

選
手
た
ち

第
54
回
定
期
演
奏
会

ホ
ッ
ケ
ー
部

関
東
学
生
秋
季
リ
ー
グ
（
９
月

１
日
～
11
月
25
日
）

　

男
子
は
１
部
Ａ
プ
ー
ル
４

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
硬
式
野
球
部
＝

強
化
指
定
部

オ
ホ
ー
ツ
ク
硬
式
野
球
部
＝

強
化
指
定
部

ボ
ク
シ
ン
グ
部

馬
術
部

全
日
本
総
合
に
出
場
し
た

深
水
選
手

全
日
本
障
害
に
出
場
し
た

チ
ー
ム
農
大

第
68
回
全
日
本
学
生
賞
典
障
害

馬
術
競
技
会
（
11
月
３
・
４
日
、

山
梨
県
馬
術
競
技
場
）

　

団
体
３
位
＝
鵜
飼
勇
希
（
造

３
）、福
島
ひ
と
み
（
食
農
１
）、

深
水
翔
平
（
創
成
１
）、
南
部

七
輝
（
ビ
ジ
ネ
ス
２
）

第
61
回
全
日
本
学
生
賞
典
総
合

馬
術
競
技
（
11
月
６
・
７
日
、

山
梨
県
馬
術
競
技
場
）

　

団
体
６
位

第
71
回
山
梨
県
体
育
祭
り
馬
術

大
会
（
10
月
20
・
21
日
、
山
梨

県
馬
術
競
技
場
）

　

Ｆ
Ｅ
Ｉ
総
合
馬
術
競
技
２
ス

タ
ー
馬
場
馬
術
競
技
課
目
Ａ
１

位
＝
鵜
飼
勇
希
、
３
位
＝
深
水

翔
平
▽
小
障
害
飛
越
競
技
Ｂ
３

位
＝
木
村
雄
飛
（
醸
３
）

　

Ｆ
Ｅ
Ｉ
総
合
馬
術
競
技
２
ス

タ
ー
馬
場
馬
術
競
技
課
目
Ａ
１

位
＝
鵜
飼
勇
希
、
４
位
＝
林
大

地
（
経
３
）
▽
中
障
害
飛
越
競

技
Ｄ
２
位
＝
福
島
ひ
と
み
、
４

位
＝
鵜
飼
勇
希
▽
小
障
害
飛
越

競
技
Ｂ
２
位
＝
木
村
雄
飛
▽
中

ボ
デ
ィ
ビ
ル
・
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

関
東
学
生
リ
ー
グ（
９
月
～
12
月
）

　

今
年
、
２
部
リ
ー
グ
に
昇
格

し
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
で
３
勝
４
敗
、

勝
ち
点
９
で
６
位
。

岡
本
投
手
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
入
団

森
坂
４
連
覇 

ＯＢ
成
松
Ｖ
８

障
害
飛
越
競
技
Ｃ
５
位
＝
鵜
飼

勇
希

獨
協
大
学
）

　

団
体
16
位
。

第
41
回
ツ
バ
メ
杯
争
奪
学
生
競

技
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会
（
12
月

23
日
、
東
京
工
業
大
学
）

　

濱
野
英
樹
・
藤
松
美
帆
（
栄

１
）
組
が
ジ
ュ
ニ
ア
モ
ダ
ン

の
部
の
ワ
ル
ツ
で
準
優
勝
し

た
。

一
テ
ー
マ
は
「
学
生
が
論
じ

る　

農
林
水
産
業
の
未
来
」。

平
山
陽
貴
（
経
１
）
が
出
場

し
た
。

第
19
回
ジ
ャ
パ
ン
ク
ラ
シ
ッ
ク

ベ
ン
チ
プ
レ
ス
選
手
権
大
会
（
１

月
19
・
20
日
、
大
阪
府
堺
市
）

　

83
㌔
級
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
に
岡

野
太
郎
（
経
３
）
が
出
場
し
準

優
勝
。

位
、
順
位
決
定
予
選
で
慶
應

大
に
勝
っ
た
が
、
５
位
決
定

戦
で
駿
河
台
大
に
負
け
１
部

６
位
。

　

女
子
は
１
部
Ｂ
プ
ー
ル
２

位
、
順
位
決
定
予
選
で
山
梨
学

院
大
に
負
け
た
も
の
の
、
３
位

決
定
戦
で
早
稲
田
大
に
勝
ち
１

部
３
位
。
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▼
今
年
も
３
０
０
０
人

を
超
え
る
卒
業
生
が
社
会

に
巣
立
っ
て
行
っ
た
。
多

く
の
困
難
が
待
ち
受
け
て

い
る
と
思
う
が
、
農
大
で

学
ん
だ
こ
と
を
誇
り
と
し
、

勇
敢
に
挑
み
続
け
て
と
願

わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
。
卒

業
後
も
同
期
と
の
繋
が
り

を
持
ち
続
け
、
先
々
で
出

会
う
農
大
の
先
輩
諸
氏
と

の
交
流
を
大
事
に
し
た
い
。

農
大
校
友
の
絆
は
、
皆
さ

ん
の
挑
戦
の
日
々
を
励
ま

す
力
に
な
る
と
信
じ
て
い

る
。
本
紙
も
そ
の
一
助
と

な
る
よ
う
な
紙
面
を
目
指

し
て
い
き
た
い
▼
校
友
会

本
部
の
４
月
人
事
で
事
務

局
長
の
大
任
を
拝
し
ま
し

た
。
精
一
杯
努
力
し
て
参

り
ま
す
の
で
何
卒
ご
支
援

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 	（
安
達
）

編 

集 

委 

員

委
員
長　

小
泉　

幸
道

（
副
会
長
・
名
誉
教
授
）

委　

員　

豊
原　

秀
和

（
常
任
理
事
・
名
誉
教
授
）

委　

員　

小
畑　

幹
夫

（
法
人
本
部
総
務
部
長
）

委　

員　

小
野　

甲
二

（
常
勤
理
事
）

委　

員　

安
達　

哲
司

（
事
務
局
長
）

編 

集 

後 

記

実りちゃん 学くん

　今春卒業した冨栄秀喜さん（平31
森）が時津風部屋に入門、5月場所
序の口でデビューする。しこ名は時栄
（ときさかえ）。
　冨栄さんは全国学生相撲選手権大
会やアマチュア横綱を決める全日本
相撲選手権で活躍した。正代関、豊
山関に続き、活躍が期待される。

第
96
回
全
国
学
生
相
撲
選
手
権

大
会
（
11
月
３
・
４
日
、
両
国

国
技
館
）

　

団
体
戦
Ａ
ク
ラ
ス
で
ベ
ス
ト

８
。
丸
山
紘
史
（
開
２
）
山
内

敬
（
開
４
）
日
下
雄
斗
（
工
２
）

　

松
原
康
太

（
森
４
）
冨
栄

秀
喜
（
森
４
）

石
川
竜
司
（
開

３
）
が
出
場

し
た
。

　

個
人
戦
で

は
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
に

志
賀
裕
人
（
開

４
）
と
冨
栄

が
進
み
、
志

賀
が
ベ
ス
ト

16
。

第
67
回
全
日

本
相
撲
選
手

権
大
会
（
12

月
２
日
、
両

国
国
技
館
）

ラ
ク
ロ
ス
部

全
学
応
援
団
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

U
S
A 

Sc
hoo
l
&
Co
l
leg
e 

C
o
m
p
e
t
i
t
i
o
n 

2
0
1
8 

E
A
S
T
（
８
月
11
日
）

　

大
学
編
成 

S
h
o
w 

C
h
e
e
r

l
e
a
d
i
n
g
部
門
で
４
位
入

賞
。

剣
道
部

第
66
回
全
日
本
学
生
剣
道
優
勝
大

会
（
10
月
28
日
、
大
阪
市
中
央

学
生
選
手
権
団
体
ベス
ト
８

相撲部　　冨栄前主将 
時津風部屋に入門

　

冨
栄
秀
喜
が
出
場
し
た
。

第
８
回
東
日
本
学
生
相
撲
競
技

会
（
11
月
11
日
、
靖
国
神
社
）

　

個
人
戦
で
白
山
征
篤（
森
２
）

全国学生選手権大会・団体戦に出場した選手たち

空
手
部

第
62
回
全
日
本
学
生
空
手
道
選
手

権
大
会
（
11
月
18
日
、
日
本
武

道
館
）

男
子
団
体
組
手
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
に
出
場
。

自
動
車
部

全
日
本
学
生
運
転
競
技
選
手

権
大
会
（
11
月
18
日
、
日
通

自
動
車
学
校
）

　

女
子
個
人
・
小
型
乗
用
の

部
で
林
夏
生
（
経
３
）
が
準

プロ野球で活躍している東京農業大学ＯＢを応援しよう
選手名（卒年学科） 球　団 ポジション 背番号 出身

松井佑介
（平22ビジネス） 中日（平22～） 外野手 56 大阪府

飯田優也
（平26産経）

ソフトバンク（平26～）→
阪神（平30～） 投手 56 兵庫県

陽川尚将
（平26ビジネス） 阪神（平26～） 内野手 55 大阪府

玉井大翔
（平27産経）

新日鉄住金→
日本ハム（平29～） 投手 54 千葉県

谷川昌希
（平27開発）

九州三菱自動車→
阪神（平30～） 投手 34 福岡県

風張　連
（平27産経） ヤクルト（平27～） 投手 64 岩手県

井口和朋
（平28産経） 日本ハム（平28～） 投手 29 神奈川県

周東佑京
（平30産経） ソフトバンク（平30～） 内野手 23 群馬県

岡本直也
（平31産経） ソフトバンク（平31～）育成 投手 133 千葉県

相
撲
部
＝
強
化
指
定
部

第
92
回
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選

手
権
大
会
（
１
月
29
～
30
日
、

秋
田
県
・
仙
北
市
／
２
月
19
～

23
日
、
長
野
県
・
野
沢
温
泉
）

《
男
子
１
部
》

　

▽
総
合
９
位

　

▽
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
・
リ

レ
ー
（
４
×
７
・
５
㌔
）
４
位

入
賞

　

１
走
＝
石
山
柊
平
（
自
然

１
）、
２
走
＝
内
田
亜
汰
留
（
食

香
４
）、
３
走
＝
丸
山
虎
之
丞

（
産
経
２
）、４
走
＝
釜
石
和
（
産

生
２
）

　

▽
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
10
㌔

ク
ラ
シ
カ
ル
６
位
入
賞
＝
内
田

亜
汰
留
、
他
に
石
山
柊
平
、
長

谷
川
海
斗
（
産
経
３
）、
丸
山

虎
之
丞
、釜
石
和
、山
川
拓
（
産

経
４
）
が
出
場
。

　

▽
ス
ー
パ
ー
大
回
転
競
技

（
１
月
30
日
）
＝
鷲
澤
健
（
産

経
４
）、
富
岡
恭
冴
（
産
経
３
）、

徳
武
康
尊
（
産
経
２
）、
萩
生

田
純
宇（
産
経
２
）、長
倉
丈（
産

経
２
）
が
出
場
。

　

▽
ア
ル
ペ
ン
男
子
回
転
＝
池

田
桃
太
（
造
園
４
）、
萩
生
田

純
宇
が
出
場
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
競
技
ス
キ
ー
部

クロスカントリー10㌔６位
入賞の内田選手

リレー３走で先頭集団を引っ張る丸山選手

リ
レ
ー
４
位
と
健
闘
し
た
選
手

た
ち

準
優
勝
し
た
林
選
手

関
東
学
生
リ
ー
グ
戦
で
健
闘
し

た
ラ
ク
ロ
ス
部
女
子
チ
ー
ム

豊
山
関
の
化
粧
廻
し
で
出
世
披
露
さ
れ
た
時
栄

が
優
勝
、
ベ
ス
ト
８
に
加
藤
聖

也
（
森
２
）
と
有
瀬
健
人
（
開

１
）。
団
体
戦
で
は
農
大
Ｂ
が

準
優
勝
。

ク
ロ
カ
ン・リ
レ
ー
で
４
位

平
成
30
年
度
関
東
学
生
ラ
ク
ロ
ス

リ
ー
グ
戦

　

男
子
は
２
部
リ
ー
グ
Ｂ
ブ

ロ
ッ
ク
に
お
い
て
２
勝
３
敗
、

４
位
で
２
部
残
留
。
女
子
は
１

　

▽
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
コ
ン
バ
イ

ン
ド
＝
宮
崎
翔
太
（
産
経
４
）

が
出
場
。

《
女
子
２
部
》

　

▽
回
転
＝
五
味
星
空
（
バ
イ

オ
２
）
が
出
場
。

第
97
回
全
日
本
ス
キ
ー
選
手
権
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
（
１
月

29
～
31
日
、
長
野
県
・
白
馬
）

　

男
子
１
・
４
㌔
ス
プ
リ
ン
ト
・

フ
リ
ー
、
マ
ス
ス
タ
ー
ト
男
子

10
㌔
ク
ラ
シ
カ
ル
、
パ
シ
ュ
ー

ト
男
子
15
㌔
フ
リ
ー
に
釜
石

和
、
長
谷
川
海
斗
、
石
山
柊
平
、

寺
尾
良
明
（
産
生
２
）、
丸
山

虎
之
丞
、
鈴
木
孝
昇
（
産
経
２
）

が
出
場
。

第
33
回
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
技
術

選
手
権
大
会
（
２
月
２
・
３
日
、

長
野
県
・
白
馬
）

　

男
子
＝
石
井
啓
太
（
工
学

優
勝
。

２
）、
女
子
＝
五
味
星
空
が
出

場
。

第
74
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会

ス
キ
ー
競
技
会
（
２
月
14
～
17

日
、
北
海
道
・
札
幌
市
）

　

▽
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
成
年

男
子
Ａ
に
釜
石
和
（
岩
手
県
代

表
）、
鈴
木
孝
昇
（
東
京
都
代

表
）、寺
尾
良
明（
愛
知
県
代
表
）

が
出
場
。

　

▽
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
・
リ

レ
ー
成
年
男
子
に
釜
石
和
が
岩

手
県
チ
ー
ム
の
１
走
で
、
鈴
木

孝
昇
が
東
京
都
チ
ー
ム
の
１
走

で
、
寺
尾
良
明
が
愛
知
県
チ
ー

ム
の
２
走
で
出
場
。

　

▽
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー

ム
成
年
男
子
Ａ
に
富
岡
恭
冴

（
静
岡
県
代
表
）、栗
山
聡
（
秋

田
県
代
表
、
産
生
２
）
が
出

場
。

ＯＢの活躍

部
リ
ー
グ
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い

て
１
勝
１
分
３
敗
、
５
位
。
２

部
大
東
大
と
の
入
替
戦
で
、
14

対
２
で
勝
利
し
１
部
残
留
。
31

年
度
は
、
男
子
は
１
部
昇
格
、

女
子
は
関
東
リ
ー
グ
フ
ァ
イ
ナ

ル
４
（
各
ブ
ロ
ッ
ク
２
位
以
内
）

を
目
指
し
て
い
る
。

〈
各
選
手
の
う
ご
き
〉

　

男
子
は
、
漆
畑
聡
一
（
ビ
ジ

ネ
ス
２
）
が
関
東
男
子
ユ
ー
ス

（
Ｕ
20
）
選
手
に
選
ば
れ
、
１

月
に
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
市
へ
の
強

化
遠
征
に
参
加
。
女
子
は
、
関

口
沙
生
（
健
４
）
が
30
年
度
も

全
国
強
化
指
定
選
手
に
選
ば

れ
、
１
月
に
は
、
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
で
の
W
o
r
l
d 

C
r
o
s
s
e
２
０
１
８
に
参

加
。
19
歳
以
下
で
は
日
本
代
表

候
補
に
な
る
将
来
有
望
な
選
手

も
育
っ
て
き
た
。

体
育
館
）

全
国
３
９
２
大
学
の
中
か
ら

地
区
大
会
代
表
64
大
学
が
参
加

し
、
１
回
戦
で
摂
南
大
、
２
回

戦
で
徳
山
大
に
勝
利
し
た
が
、

３
回
戦
で
慶
應
義
塾
大
に
惜
し

く
も
敗
れ
９
位
。


